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日本藻類学会々 則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り ，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ること

を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年 l回)
2. ~誕類に関する研究会，談習会 ， 採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所ほ会長のもとにおく。
第 5条 本長の事業年度は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の 3重量とする。
1. 普通会員 (藻類に関心をもち ，本会の趣旨に賛同する個人叉は団体で， 役員
会の承認するもの)。

2. 名誉会員(漢学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推薦するもの)及び特別会員は会裂を委しない。

3. 特別会員 (本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人叉は団体で，
役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには ，住所，氏名 (団体名).職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。
第 8条 会員は毎年会費 500門を前納するものとする。但し，名誉会員 (次条に定

める名誉会長を含む):及び特別会員は会':&を要しない。外国会員の会費は 2米 ドJレ

とする。
第 9条 本会には次の役員を置〈 σ

会 長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。
役員の任期は 2ヶ年とし重任することが出来る。但し，評議員は引続き3期選出さ
れることは出来なU、。
役員選出の規定は別に定める。 (付則第 l条~第4条)
本会に名誉会長を置くことが出来る。

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の
会務を行.う。

第I1条 都議員は守議員会を構成し，会の要務に関じ会長の諮問にあずかる。 '許議
員会は会長が紹集し，また文書をもって，これに代える ことが出来る。

第 12条 .本会は定期刊行物 「藻類」を年3図刊行し， 会員に無料で頒布する。

(付ー則)
第 1条 会長は霞内在住の全会員の投票により ，会員の互選で定める(その際評議

員会は参考のため若干名の候補者を地官することが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委帰する。

第‘2条 評議員の選出は次のニ方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区1名とし，会員数が50

名を越える地区では50名までごとに 1名を加える。
2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推薦する。 但し，その数は金野議員

の1/3を越えることは出来なν、。
地区割は次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区 (新潟，長野，山梨を含む)。中部地区 (三重を含む)。
近畿地区。 中国・四冨地区。九州地区 (沖縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事は守議員を兼任することは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は ，前任者の残余期閥次

点者をもって充当する。
第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各巻500円，分冊の場合は各号170円

とし，非会員の予約P.Yi読料は各号250円とする。
第 6条 本会貝Ijは昭和42年10月13日より施行する。



松江に産する Makinoellatosaensis OKADA 

秋山 優 事 ・ 安 部 昭 彦紳

M. AKIYAMA and A. ABE: Makin咽ellatosaensis OKADA 

found in. Matsue， ]apan 

山緑藻類の Chlor目白ca}，田に所属する Makinoellatosaensis OKADA は，

特徴的なむ閃nobi凶nを形成する淡水藻で， 1938年9月に岡田喜一博士により記

載報告されたものである九その後 type1，田alityでは絶滅したらしいといわれ

ているが，さらに1955年11月， 1956年四月の2度にわたる，神谷平博士の調査

によって，愛知県下における本藻の産出ならびにその生殖法 (aut回 pore形成〉

についての詳細な報告がなされたり。

最近筆者達は，島根県下松江市にも本藻の産出を認めたが，これまでに本

藻の生育環境についての詳細な報告がみられないので，これらについての調査

結果を報告する。

松江における本藻の出現は，市内西川津町の県立松江北高等学校内tこある

コンクリート池に認められた。この点で，四国および愛知県下の産出地と全く

同様の人工的貯水池という特殊な環境条件にあり，本藻の生態的なひとつの特

徴のように思える。ちなみに1965年6月23日の採集時における，このコシクリ

ート池の水質についてみると第1衰のごとくである。

この表にもみ白れるように，この池の水の硬度は比較的高<，しかも Caが

普通の池の3倍近くあり，一方ではMgが少<，極めてアンバランスな状態と

なってドる。このことは，ひとつに，コンクリート池という特異な状況による

ものと考えられる。また， NH4・P04などは全く検出されず，一方硝酸態の窒

素が多いというのも iこの池のひとつの特徴ともいえる。

一本藻の出現季節については，岡田は9月下旬に，神谷は11月から 1月にか

けてと，それぞれ秋から冬にかけての産出を認めているが，今回の筆者達の観

ー事島根大学教育学部生物学教室
Biologi回 1Institute， .Faculty of Educationj Sbimane University， Matsue ，)a問

紳，.島根県立松江北高等学校
Mastue Kita Higb sch∞11， Matsue， ]apan 

， '''rhe Bulletin of ]apar闘 eS<掃討yof Pby∞110gy Vol. XVI. No. 1， April 1路B
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昭和43年4月

察では， 4月-8月にかけてがその最盛期であり，秋から翌春にかけては，池

底の水垢中にのみ藻体が検出された。これらのことから，本藻はほとんど年聞

を通じて出現するものであることがわかる。

第 1号第 16巻類藻2 

Makinoellaの生育するコンクリート池の水質第1表

水

pH 

電気伝導

蒸発残

全便

Ca 硬

Mg 硬

CI 

SiO， 
NH. 

NO， 
NO， 
PO. 

M アノレカリ度

考

気温 310C

備

CaCO，換算値

値

280C 

8.8 

140μfJ/c皿
164.9 ppm 

43.58 ppm 
13.9 ppm 

2.15 ppm 

16.6 ppm 

13.6 ppm 

定額。

温

度

澄

度

度

度

目綱定測

ppm 
ppm 

0.02 

1.80 

CaCO，換算値

愛知県下の場合，本藻と共に出現する他の藻類としては， Scenedesrn.us， 

Tetmedron， Coelastrumなど多数の Chlorococcalesに所属する藻類および

Cosmarium， Perid:印iumなどが認められているが，今回の生育地では，比較

的単調な集団構成であり，本藻のほかには，わずかに Cosmariumsp.が認め

られるにすぎなかった。

おわりに，貴重な文献を御恵与いただいた長崎大学教授岡田喜一博士に，

また水質分析に御協力をいただいた島根県衛生研究所枝師安井直樹氏に感謝の

意を表わす。

ppm 34.1 

Resume 

An interesting chlor，田occaleanalga Makinoella tosaensis OKADA grow-

ing in a small artificial pond Cconcreted by cement-mortar) is found in 

Matsue， Shimane Pref，配ture，Japan. 

The alga田 cursabundantly in summer as a plankter， however， we can 
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私111・安部・ 松江に産する Makinoellatosaensis OKADA 3 

find the alga growing in muddy sediments of the pond all the year round. 

As shown in the table in tl1巴 text，th巴 waterof this pond is relatively 

hard viz.， the calcium concentration is 13.9 ppm. This alga se巴msto be a 

calciphilic species. 

文献

1)事tJ谷平 (1956)・値研雑.31. 1-5. 2)岡田喜一 (1946):緬研雑.24， 111-

168 

，、

五 B 

審;，
d静 :

c ・ 
第1図 J1，1.akino'lIatosaensis OKADA 

A:4細胞より成る単位 coenobium
B， C : autocoenobiaの形成過程

D : 16細胞より成る compoundcoenobium 
E : 32細胞より成る compoundcoenobium 

- 3ー
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室内培養にbけるイチマツノ 1)

幼芽の生長と水温

I. SHINMURA and T. TANAKA: The infIuena of water 

temperature 011 the growth of buds of Porphyra seriata KJELLM. 

in the artificial culture 

新村 巌*・田中 剛**

アマノリ類の生長と水温との関係は，アサクサノリについては野外調査や

室内培養によって明らかにされつつある。

筆者は前報1) に引続き，イチマツノリの殻胞子を室内培養し，幼芽期の生

長と水視について実験したので報告する。

材料及び方法

材料は前報1) と同じ培養の糸状体(原藻 No.:K~105) から室内採苗し

発生した幼芽を実験に供した。 1965年12月1日-15日に気泡式でナイロンせん

いに採苗し，実験開始まで室温下 (5-200C)で通気培養した。培養液は中谷

・下茂2)の人工海水を用いた。実験期間は1966年2月8日から 3月3日までの

23日間である。

培養装置は冷凍ショウケース内(約OOC)に水をみたした10.e容ガラス水

槽をおき，水槽水をヒーター及びサーモスタットで恒温になるよう調轄し，そ

の中に培養器を浸潰した。実験温度は 23土1.50C，17土1.50C，10土 lOC，

5土 20Cの4区である。光源は白色盛光灯 40W・4本， 20W・3本を用い，

照度は各水槽の中心水中で3500luxであった。日長は24時間週期において12時

間照射 (7時-19時〉とした。

培養方法は各温度区とも 250叫容平底フラスコに人工海水をネックまでみ

たし(約300mの，幼芽の着生したナイロンせんい 2cmのもの10本をセットし，

通気培養した。通気量は各区とも等量になるよう留意調整した。培養液は生長

率 鹿児島県水産試験場

紳鹿児島大学水産学部

The Bulletin of japanese Society of Phyco!ogy VoI. XVI. No. 1， ApriI 1968 
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新村・田中:室内培養におけるイチマツノリ幼芽の生長と水温 5 

測定日 (6日-9日間隔〉ごとに換水し，温度変化のないよう注意した。生長

観察は無作意に抽出したナイロンせんい 1本に着生する葉体のうち，大きい方

から10個体の葉長と葉巾を測定した。

結果及び考察

生長の測定結果は10個体の平均値として第 1表に示した。

第1表 イチマツノリ幼芽の培養温度別生長

培養温度 1::1 平常長×平樗巾醐| Iw ーー

。 0.35 x 0.27 0.095 一
23士1.50C 6 0.49 x 0.47 0.230 23.6 

14 1.21 x 1.25 1.513 69.7 

23 2.17 x 2.51 5.447 28.8 

o 0.35 x 0.27 0.095 

17:i:1.50C 6 0.71 x 0.63 0.447 61.7 

14 2.05 x 2.00 4.100 101.4 

23 7.3 x 8.1 59.13 149.1 

。 o.お x 0.27 0.095 

10士1.00C 6 0.45 x 0.44 0.198 18.0 

14 1.01 x 1.14 1.151 ω.1 

23 2.37 x 2.46 5.830 45.2 

。 0.35 x 0.27 0.095 

5土 20C 6 0.28 x 0.27 0.076 -3.3 

14 0.34 x 0.33 0.112 5.9 

23 0.15 x 0.10 0.015 -9.6 

培養後Iw-培養前lw 1 
ホ日間生長率= 培養前lW---- x膏葦百薮-x100 

培養開始時に葉長平均0.3皿であった幼芽は， 23日後には170C区で平均7

mmと最もよく生長し， 230Cと100Cでは大差なく 2mm内外， 50Cでは殆んと

生長しなかった。 50C区の生長に増減がみられるが，測定したナイロンせん

いによって差があったものと推察される。各温度区とも葉体に特に異常は認め

なかった。第1表の日間生長率で比較すると 170Cが終始生長率がよかった。

230Cでは100Cにくらべ当初の14日間は，やや生長率が高いが， 15日以降は10

- 5一



6 藻類第16巻 第1号昭和43年4月

。Cの生長率より低くなった。このことは生長適水温が発芽初期で比較的高温

性で，生長するにつれて低水温に移行することを暗示している。採苗後実験開

始時まで約2ヵ月経過したのに 0.3mmとあまり生長しなかったのは， 1月中の

室温が 100C以下であったためと推察された。

以上から，イチマツノリ幼芽の生長適水温は更に追試検討の余地はあるが

概略170Cを中心とする15-200Cの範囲にあるとうかがえる。アサクサノリの

生長と水温について，殖固めは採苗・発芽期が 22-150C，中谷・下茂3)及び

下茂・中谷4)の室内培養実験では育苗期が20土 20Cであるとしている。

イチマツノリの幼芽期の適水温もこれらアサクサノリの結果と大差はない

が，詳細な温度区分で比較すれば種による差異があるかもしれなu、。

要約

鹿児島県出水産イチマツノリを原藻とする糸状体から，室内採苗した幼芽

を日長12時間 (24時間週期) ，照度3500lux(白色'蛍光灯〉のもとで培養水温

23土1.5，17土1.5，10土1.0，5土2.00Cの4区にわけで比較培養した。その

結果，葉長 1cmまでの生長適水温は 15-200Cの範囲にあたることがうかがえ

た。

R臼ume

The buds of POゆhyraseriata KJELLM. have been cultured under the 

different water temperature in the artificial sea water， at the dark period 

of 12 hours in a day cycle and light intensity at 3，500 lux in light inten-

sity. As the result of the above mentioned experiments， it is assumed that 

the adequate tem開raturefor the growth of buds of POゆhyraseriata 

KJELLM. is between 15 and 20oC. 

文献

1)新村巌・椎原久幸・田中測(1967): イチマツノリの糸状体の殻胞子放出におよほす

日長条件，藻類.15 ( 3). 1 -4. 2)中谷茂・下茂繁(1962): アサクサノりの培養

のための培地およひ・培養槽について，農電研報告.62001.19. 3)中谷茂・下茂繁(1962)

: アサクサノリ類の生長におよぼす日長・光量および水温の影響，向上，昭004.1-24. 

4)下茂繁・中谷茂 (1966): アサクサノリ類の生長におよぼす日性混逓反応について，

農電研所報.7 (別刷).71ー 78. 5)殖回三郎 (1957):海苔養殖読本，全海苔漁連，

143-144. 
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日本産サヤミドロ属(4 ) 

山岸高旺*・斎藤英三**

T. YAMAGlSHI血.dE. SAITO: Gen凶 Oedogoniumin ja戸n(4) 

日本産のサヤミドロ属 ωd叩'Onimについては先に山岸(本誌10:1-

8 ， 39-45， 1962; 11 : 17-23， 1964)によって30種が報告され，また，長

野県の霧ヶ峯〈日大農獣医教養紀要 1: 26-34， 1965)から報告されたサヤ

ミドロ科の中にも日本新産種としてω由伊niuminversum WITTROCK， Oe. 

manschuricum SKVORTZOW， Oe. tithothorae WITTROCK，ω. rufesce間

WITTROCK， Oe. santurcens TIFF ANYなどの 5種が含まれている。

その後，筆者等は圏内各地から採集した材料について検討を続けてきたが

日本新産と考えられるものが多数に同定されたので，今まで山岸(前記)の報

告に引き続いてそれらの種についての観察事項を記すことにしたU、。

今回は10種について述べ，以下順次報告する予定である。なお，今回報告

する種について原記載，及び従来の報告においても明らかにされていなかった

諸形質のうち，筆者等の材料によって新たに確認することができたものは下線

を付して記した。(日本産のサヤミドロ属としては前記山岸によって今までに

計35種が報告されているので，ここでは話番目から始める。また，採集地の次

に記した番号は筆者等の標本番号である。〉

36. Oed印刷iumcapillare (Linnaeus) KUTZING 

(Pl. 1， f. 1， 3-4， Pl. 3， f. 5-6) 

KUTZING in Phyc. Gen. 255， PI. 12， f. 1I， 1-10 (1843);印刷 inActa 

おc.Sci. Fenn. 27: 112， PI. 11. f. 58 (1900); TIFFANY in仇 dog.Monog. 80， 

PI. 18， f. 164， 165 (1930);一一一一一 inN. Amer. Fl. 11 (1): 35， Pl. 11， f. 

151， 152 (1937); Pres∞tt in AIgae of the Westem Gr国 tLake:s Area 167， 

本 日本大学農獣医学部生物学研究室

Biological Labora旬'ry，College of Agricu1ture and Veterinary Medicine， Nihon 
University， To旬'0，Japan. 

林専修大学生物学研究室

Biological La加mωry，Senshu University， Kanagawa， Ja抑n.
The Bulletin of Japan鉛 eSociety of Phy∞logy Vo1. XVI. No. 1， April 1968 
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8 議類第16巻 第1号昭和43年4月

Pl. 43， f. 13， 14 (1951); GAUTHIER-LI色VREin Nova Hedwigia 7: 305， 

Pl. 44， f. 71 c-g (1964). 

Syn. Conferva capillare LINNAEUS in Sp. PI. 1166 (1755). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 35-弱 X35-120μ。先端

細胞は短尖頭ないし鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は

1個で直径がほとんど糸状体細胞のそれと等しし円筒形， 40-60 x 45-75.μ。

関口は円孔で上位。卵胞子は球形ないし円筒状球形，または卵形でその長径は

生卵器よりも短かく， 30-52 x 35-65.μ。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-4個，

30-48 x 5 -10.μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:千葉県浦安 (no.6016)。日本新産。

この種はサヤミドロ属の藻類としては ConfervacaPillare LINNAEUS 

(Sp. Plantarum， 1心〉として最も古くから知られているものの 1つで，ヨー

ロッパ，アフリカ，北アメリカなど世界各地から広〈報告されている。

ザヤミドロ属の生卵器は糸状体細胞に比べて著しく膨大するのが普通であ

るが，この種の生卵器は割合小さしその直径は糸状体細胞の直径とほぼ同じ

か，または僅かに大きい程度である。このことは本種の特徴の 1つとされてい

る。

本種には品種として f.stagnale (KtiTZING; WITTROCK) HIRN (Acta 

おc.Sci. Fenn. 27: 113， Pl. 10， f. 57， 1900)が報告されている。両者は主

として卵胞子の形態のちがいによって区別されているが，もともと本種の卵胞

子は球形ないし円筒状球形，または卵形でその形態は非常に変化し易<，し

かも，それらはいずれも同じ糸状体の上にさえも観察される (Pl.1， f. 1)。

また，最近筆者等は WITTROCK等のAlgae取 si∞ataeに f.stagnale 

(Exsic. no. 1219)として収められている材料を検討してみたが〈日大農獣医

教養紀要2: 66一白， 1966) ，その中で f.stl噌加leの卵胞子の形態が基本

種の記載と共通するものも少なくないことを指摘した。その材料においても卵

胞子はほぼ円筒形ないし球形または卵形と変化し易<，今回筆者等が基本種と

同定した上記の材料と同様に，やはり同じ糸状体上に各種の形の卵胞子が観察

された (PI.1，f.2 前記 P.68， P1.1， f. 6-7)。これらのことからみる

と， f. stag:鰍ueは基本種に含ませてよいとも考えられるものである。

37. Oedogonium cymat，ωttorum WITTROCK & NORBSTEDT 

(P1. 2， f. 3， Pl. 3， f. 1-2) 

ex WITTROCK in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27: 121 '(1870); HIRN 
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in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 80， Pl. 2， f， 13 (1900); TIFFANY in Oedog. 

Monog. 67， Pl. 12， f. 112， 113 (1930);一一一一 inN. Amer. Fl.~l1(1): 

29， Pl. 8， f. 85 (1937); GAUTHIER-LIEVREIR Nova Hedwigia 7: 304， Pl. 

41. f. 70 (1964). 

Syn. Oedogonium mag:仰 esiiHIRN in Acta S∞. Faun. Fl. Fenn. 11: 

21 (1895). 

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 8 -lQx32-70μ。生卵

器は 1-(2)個でほぼ扇球形， 30-40 x 27 -40μ。開口は円孔で大きし中位。

卵胞子は扇球形で生卵器より小さし 27-35x22-33μ。卵胞子膜は3層より

成り，外層は平滑で透明，中層は小さい凹み模様があり，内層は透明。造精

器は 1-4個でほぼ生卵器の下方または上方，あるいは散在し， 7-lQx9-

15μ。精子は 1個。

採集地:和歌山県粉河 (No.4250)。日本新産。

この種は Oedogoniummagnusii WITTROCK (Nova Acta Soc. Sci. 

Up回 1.1lI. 9: 28， 1874)に類似しているが，雌雄同株であること，生卵器が

Oe. magnusiiより大きく，卵胞子が生卵器にーぱいにならないこと，及び糸

状細胞が長いことなどの諸点から区別されている。

38. Oedogonium dec砂ensWITTROCK 

(Pl. 1， f. 5-6， P1. 3， f. 3-4) 

WITTROCK in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27: 126 (1870); HIRN in 

Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 266， P1. 46， f. 283， 284 (1900); TIFFANY in 

白 dog.Monog. 145， Pl. 55， f. 520 (1930);一一一-in N. Amer. F1. 11 (1): 
68， Pl. 24， f. 383 (1937); PRESCOTT in Algae of the Westem Great Lakes 

Area 205， P1. 42， f. 13， 14 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 

7: 453， P1. 100， f. 164 a-c (1964). 

雌雄異株，倭雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は上端部に膨らみ

(capitellate)のある円筒形， 8 -14 x 20-80μ。生卵器は 1"'3個で扇球形，

28-38x 23-40μ。開口は裂聞で中位で明瞭である。卵胞子はほぼ扇球形で生

卵器とほぼ同大， 23-34x21-30μ。卵胞子膜は平滑。雄性胞子彊は 1-6個

で生卵器のほほ上方または下方，あるいは散在し， 8-lQx 6 -15μ。嬢雄体

は単細胞で生卵器上に付着し， 5 -7 x 11-15μ。

採集地:本歌山県粉河 (No.4250)日本新産。

上記の場所から得られた材料は従来報告されているものに比べて若干小さ
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いが，糸状体細胞の上端部に膨らみのあることや嬢雄体性で生卵器の裂聞が中

位であることなどの点でこの種の特徴をよく示している。この種と類似するも

のとしては oeぬ'lIoniumlognicolle NORDSTEDT; HIRN (Ac同Soc.Sci. 

F凹 n.27: 263， P1. 45， f， 278， 1900)， 08. rothii (Le Clerc) PRINGS-

HEIM; HIRN (1. c. 265， P1. 45， f. 282)が記載されているが，前者は本種

藻体が小さし後者は糸状体細胞の上端部に膨らみのみられないことなどから

区別されている。

39.ω&駒 倒fum1000tevire悶 WITTROCK

(P1. 2， f. 9-14， PI. .3， f. 17-20) 

ex ZELLER in Vidensk. Medde1. 1876: 427 (1877); HIRN in Acta S∞. 
Sci. Fenn.2.7: 239， P1. 40， f. 247 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 

150， P1. 57， f. 558 (1930);一一一一 inN. Arn民 F1. 11(1): 70， Pl. 25， 

f. 403 (1937). 

雌雄異株，嬢雄体性，異株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形， 12-14x 12 

-32μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は

1-3個でほぼ倒卵形ないし球形， 28-34X30-36μ。開口は裂闘で上位。卵

胞子は球形，またはほぼ扇球形で生卵器とほぼ同大， 28-32x27-29μ。卵胞子

膜は平滑。雄性胞子襲は 1-2個で雄性胞子体〈組合国.porophyte)の細胞聞

に散在し， 9-12X 8-13μ 。嬢雄体は生卵器上に付着する。蟻雄体柄細胞は

わん曲し， 7 -lQx 17-21μ。造精器は 1-2盟j固で外生的， 6-8x5-7

μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:福井県河和田 (No.0350) ;東京都葛西新田 (No.6342)。日本

新産。

本種はその形態が ω&朋mium11飾 rand:均・'um WITTROCK (仇fv.Sv. 

Vet.-Akad. Forh. 27: 130， 1870)に類似しているが，それよりも小さいこと

から区別されている。嬢雄体性であるが，雄性胞子轟については原記載，及び

従来の報告に記載されていないので，筆者等の材料について特に注意してみた

ところ，雄性胞子麗を見出すことができ，異株雄性胞子性であることが認めら

れた (Pl.2 ， f. 14)。

なお，従来の報告にはこの種の糸状体の先端細胞と基部細胞の形質，及び

精子の数や分裂法についても記載されていなかったが，この材料によって上記

の諸形質を確認することができた。
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40.ω山由niummonile BERKELEY & HARVEY 

(Pl. 2， f. 4-8， PI， 3， f. 7-8) 

11 

ex HARVEY in H∞，ker Flora Tasmar昔前 7:342 (18!i9); WITTROCK加

Nova Acta S∞. Sci. U~泡l. m. 9: 40 (1874); HIRN in Acta動c.Sci. Fenn. 

27: 229， Pl. 38， 39， f. 235 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 154， PI. 

58， f.鴎4，邸5(1930);一一一-in N. Amer.町.11(1): 69， PI. 25， f. 

393，羽4(193η; PRESCOTT in Algae of出eW，回旬mG陀 atL油田Area206 

(1951); GAUTHIER-LI主VREin Nova Hedwigia 7: 445， PI. 92， f. 152 g-h 

(19臼).

雌雄異株，嬢雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形でときに上端

部に膨らみがみられ， 9 -15x50-160μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形

で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1-8個，ほほ卵形，またはほぼ球形でしば

しば糸状体の先端部にも生じ， 30-39x30-56μ。開口は裂聞でその巾は広<， 

上位。生卵器支持細胞は膨大し， 21-29x40-57 p。卵胞子は球形，またはほ

ぼ球形で生卵器とほぼ同大， 28-38x28-38p。卵胞子膜は 3層より成り，外

層は透明で平滑，中層は小さな凹み模様があり，内層は平滑。雄性胞子嚢は

1-4個で生卵器のほほ上方に生じ， 6-IQX 5 -15p。嬢雄体はややわん曲

して支持細胞上に付着する。嬢雄体柄細胞は9X25p。造精器は外生的で 7x

7μ。
採集地:埼玉県秩父長瀞 (No.1698)。日本新産。

この種は世界各地からの報告が多いものの 1つであるが，雄性胞子嚢につ

いては原記載にも記載されていないし，また，従来の報告の中にも観察記録は

ない。そのために同株雄性胞子性か，異株雄性胞子性かが明らかにされていな

かったが，この材料によって同株雄性胞子性であることが確認できた (Pl.2，

f. 6)。なお，生卵器が比較的多数連続して生ずることはこの種の特徴の 1と

つなっている。

41.ωd耶mium縦 Jdul，ωumWITTROCK 

(PI. 2， f. 20-23， PI. 3， f. 14-16) 

WITTROCK泊 Bih.Sv. Vet.-，他ad.Handl. 1:担 (1872);HIRN泊

Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 187， PI. 29， f. 184 (1900); TIFFANY in 0回log.

Monog. 108， Pl. 39， f. 374， 375 (1930);一一一一 inN. Amer. FI. 11(1): 

74， Pl. 23， f. 370， 371 (1937); PRE~COTT in Algae of曲eW，回:em

Gr回tL池田 Arl国 192(1951). 
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雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は側面の 2個所にくびれのある

(nodu加 e)円筒形， 20-29 x 30-40μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞はくびれ

がなく，円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1-2個で倒卵形，ないし球

形， 48-57 x 56-73μ。関口は裂聞で上位。卵胞子は球形，またはほぼ球形で

生卵器とほぼ同大， 46-53 x 49-56μ。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-3個で

生卵器のほほ上方，または下方に生じ， 18-25x 7-9μ。精子は2個で分裂

は水平。

採集地:神奈川県茅ケ崎 (No.7306)。日本新産。

この種の糸状体細胞は側面観では細胞壁が2個所でくびれて中央部に癌状

に突起した (nodul<慨〉特殊な形態をしているもので (PI.2 ， f. 20) ，この種

と全く同じ糸状体細胞をもつものとしては ωdogoniumcommune (HIRN) 

TIFFANY (Ohio Jour. Sci. 34: 323， 19担〉が知られている。これらの2種は

糸状体細胞の形態の他に生卵器や造精器の形態も全〈同じで ，Oe. commune 

の藻体が本種よりも約1.3倍ほど大きい点が異なるだけである。この点，HOFF-

lVlAN (Amer Jo肌13ot.52 (2): 173-181， 1965)や ωOK(Trans. Amer. 

Mぽ 1侶 cop.Soc. 81: 384-395， 1962)等の報告と関連して Oe.communeは

本種の diplontとも考えられるものであるが，これについては更に検討してみ

たい。

なお，本邦から東〈岡村著日本藻類名嚢2版 301， 1916)，岡田〈日本隠花

植物図鑑 104-109， 1939)の両氏によって，更に最近は山岸〈本誌10:39-45， 

1962)によって圏内各地から報告されている Oe.undulatum (BREBIS~ON) 

AL. BRAUNの糸状体細胞もこの種のものによく似ているが，細胞壁のくびれ

が多< nodulo記とu、うより，その名の如〈波状である点が異なるし，更にそ

れは嬢雄体性である。

42. Oedogonium platygynum WITTROCK 

(PI. 2， f. 1-2， Pl. 3， f. 11-12) 

WITTROCK in Bot. Notiser 1872: 1 (1872);一一一一inNova Acta批.

Upsal. m. 9: 17， Pl. 1， f. 5-9 (1874); HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 
276， Pl. 47， f. 301， 302 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 143， PI. 56， 

f. 544 (1930);一一一一 inN. Amer. Fl. 11(1): 79， Pl. 27， f. 432 (1937); 

GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 464， PI. 101， f. 169 a-b (1964). 

Syn. Oedogonium platygynum f. 11ωg附 W.WEST in Jour. Linn. Soc. 

29: 109 (1892); Oedogonium platygynum var. osilioe SKU]A in Acta 
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Horti Univ. Latv. 4: 34 (1930). 

t唯雄異株，嬢雄体性，同株及び異株雄性胞子性。糸状体細胞は上端部に膨

らみのある円筒形， 5 -11 x 14-50μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮

恨状の突起をもっ。生卵器はしばしば糸状体の先端部に生じ 1-2個で扇倒

卵形， 19-30 x 16-24μ。償u壁の中央部には周囲をとり巻いて 7-12個の円い

突起がならんでいる。開口は裂開で中下位。卵胞子はほぼ扇球形で生卵器より

も小さく， 15-24 x 12-20μ。卵胞子膜は平滑で禍色。雄性胞子襲は 1-3個，

6-8X7-8μ。種雄体は単細胞で生卵器上に付着し， 4 -6 x 8 -12p。

採集地:和歌山県粉河 (No.4250)。日本新産。

この種の生卵器は上記の如く側壁に突起があるために，全体としてカボチャ型

(珂ush-like) をした特異な形質をもってu、る。また，本種は嬢雄体性として

記載されているが，嬢雄体についての観察記録は前記の諸文献でも極めて少な

い。これは嬢雄体が離れやすいのか，または極めて小型であるために見落したも

のであるかのどちらかであろうと思われる。よく注意して精しくしらべてみた

が，今回の材料ではみられなかった。しかし，先に筆者等が点検した Wittrock

等のAlgaeExsiccataeの中に収められている材料では明らかに観察された

(日大農獣医教養紀要2: 66-82， 1966)から嬢雄体性であることはまちがu、

ない。

43. Oedo~ωzium trz.ngsheimii CRAMEI~ 

(Pl. 1， f， 7， Pl. 3， f. 21) 

CRAMER in Hedwigia 2: 17 (1859); WITTROCK in Nova Acta S田.Sci. 

Upsal. ill. 9: 33， Pl. 1， f. 16， 17 (1874); HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 

27: 170， Pl. 27， f. 155 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 107， Pl. 35， 

f. 325， 326， (1930);一一一一 inN， Amer. Fl. 11 (1): 50， PI. 21， f. 312， 

313 (1937); Pr田cottin Algae of the Western Great Lakes Area 187， Pl. 

36， f. 1-3 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 408， Pl. 83， 

f. 139 a-g (1964). 

Syn. Oedogonium pringsheimii var. nordstedtii f. pachydermato-

sporum HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 173， Pl. 27， f. 160 (1900). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 12-20x24-1Q0μ。先

端細胞は短尖頭，または鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵

器は 1-6個でほぼ卵形ないし球形， 35-43 x 36-46μ。開口は裂閲で上位。

卵胞子は球形で生卵捺とほぼ同大， 30-37 x 30-37μ。卵胞子膜は平滑で葉樹
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色，ときに肥厚する。

採集地:埼玉県秩父長瀞 (No.7008)。日本新産。

この材料には雄株を見つけることができなかったが，雌雄異株，大型精子

体性であることはほぼ間違いないと思われる。この種は先に山岸〈本誌11:

17-23，1963)によって報告された ω'dogoniumabbrevia抑制 (HIRN)TIF・

FANYに類似しているが，それよりも若干大きしまた仇.welwitschii W. 

& G. WEST (Jour. Bot. 35: 5， 1897)よりは糸状体細胞の巾がせまくて生卵

器も小さい点などから区別されている。世界各地からの報告もかなり多い種の

1つでもある。

44. Oedo.駒 niumuleanum HIRN 

(PI. 2， f. 15-19， PI. 3， f. 13) 

HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 311， PI. 48， f. 308 (1900); TIF-

FANY in Oedog. Monog. 170， Pl. 55， f. 529 (1930). 

雌雄異株，嬢雄体性，同株雄性胞子?，糸状体細胞は円筒形， 8 -lOx40 

-80μ。生卵器は 1-2個で扇平な洋梨型， 23-29x24-39μ。側壁の中央部

にはひだがあり 7-9本の縦軸に沿った肋線を有する。開口は裂開で中下

位。卵胞子は球形またはほぼ球形で生卵器よりも小さく， 18-22 x 18-25μ。

卵胞子膜は平滑。嬢雄体は単細胞で長楕円形， 4-5x7-8μ。生卵器上に

付着する。

採集地:長野県上諏訪 (No.4389)。日本新産。

この種も側壁にひだのある生卵器を有する点で前述の Oedogo仰rum

platyg)抑制nWITTROCK (1. c.)に似ているが，本種では糸状体細胞の上端部

に膨らみがみられないし，また，生卵器の形態も側面観では若干異なることな

どから区別し得る。この種の原記載には雄性胞子嚢についての形質は記載され

ていなv、。筆者等の材料について詳細に観察したが，やはり雄性胞子麗は確認

できなかった。しかし，雌株の先端にそれらしきものをもつもの (PI.2 ， f. 

15)がみられたことから，この種は同株雄性胞子性?と考えられる。今まで報

告された記録も極めて少ない稀産種のようである。

45. Oedo/II仰 iumwolleanum WITTROCK 

(Pl. 1， f. 8-10， Pl. 3， f. 9-10) 

WITTROCK in Bo仁 Nc川町 1878:137 (1878): HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fe叩 .27: 220， Pl. 37， f. 226 (1900); TIFFANY in仇dog.Monog. 135， Pl. 

50， f. 479， 480 (1930);一一一一 inN. Amer. FI. 11 (1): 62， Pl. 36， f. 
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549， 550. (1937); PRE~COTT in Algae of the W，田temGrl回 tLakes Ar回

20.0.， PI. 35， f. 12， 13 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 

353， PI. 64， f. 10.4 A-C (1964). 

雌雄異株，嬢雄体性，同株または異株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形，

21-3o.x 65-235μ。先端細胞は短尖頭，または鈍頭，基部細胞は円筒形で仮

根状の突起をもっ。生卵器は ]-4個でほぼ倒卵形，または角ばった楕円形，

58-68x 69-89 J.l。生卵器壁の内側に縦軸に沿った線形の突起がある。関口は

円孔で上位。卵胞子は生卵器と同形で同大， 56-66x65-邸 p。卵胞子膜外層

に25-30.本の縦軸に沿った肋線がある。内層は平滑。雄性胞子嚢は 1-3個で

生卵器のほぼ上方に生じ， 21-30. x 18-25μ。倭雄体は支持細胞上に付着す

る。優雄体柄細胞はわずかにわん曲し， 15-24 x 54-60.μ。造精器は 1-3個

で外生的， 9 -14x 7-11μ。生卵器支持細胞は膨大し， 45-56 x 68-110.μ。

採集地:神奈川県茅ケ崎 (No.730.的。日本新産。

この材料の卵胞子膜外層の肋線、の数については基本種よりも var.con-

cinnum HIRN (Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 222， PI. 37， f. 228， 190.0.)とし

て報告されているものに近い。 ω'dogoniumcyathigerum WITTROCK (白fv.

Sv. Vet. Akad. Fi¥rh. 27: 131， PI. 1， f. 6， 7， 1870.)とは媛雄体の形態が

明らかに異なっており，また，()e. michiganense TIFFANY (Bot. Gaz. 83: 

20.2-20.6， PI. 9， f. 1-12， 1927)からは糸状体細胞の巾が広<，上端部に膨ら

みがみられないことや，生卵器の開口が円孔である点などで区別されている。

(付記:山岸〈本誌12:7 -8 ， 1964)は先にサヤミドロ科各属の分類学上

の標徴を示す術語の訳語について提唱したが，それに追加したい。

サヤミドロ属の媛雄体性 Nannandrousのものには雄性胞子襲が生卵器と

同一糸状体に生ずる同株雄性胞子性 Gyn組合国porousのものと，生卵器を生

ずる糸状体とは別の糸状体上に形成される異株雄性胞子性 Idioandr，田porous

のものとがある。前者では生卵器を生ずる「雌性糸状体 femaleplantJに雄性

胞子嚢が形成されることになるが，後者の場合は雄性胞子嚢を生ずるのは雄性

糸状体 maleplantではない(暖雄体 dwarfmaleが雄性糸状体 maleplant 

である〉。

これらについて従来の記載を検討してみても組合部porangialvegetative 

filament; andr田 .poricfi加問ntのような書き方がしてあって端的な術語は見

当らない。

そこで異株雄性胞子性の場合に，雄性胞子嚢を生ずる糸状体を雄性胞子体

-15 -



16 藻類第16巻第1号昭和43年4月

androsporophyte と称することにしたU、。同株雄性胞子性については雌性糸状

体 femaleplantでよいと思う。

次にサヤミドロ属では卵細胞と精子の受精によって生じた卵胞子∞spo陀

=接合子 zygoteから 4つの器産走細胞が発生し，その各々が普通の糸状体と

して発達することが知られている。この瀞走細胞についても単に swarmer，

zoospote， tetrad等の語が当てられているにすぎなU、。これについて swarmer

揖走細胞， tetrad四分子等は広義にすぎるし z∞spo陀滋走子では普通の糸

状体細胞内に形成されるものと区別がつかなくなるので，卵胞子∞spore か

ら生ずる瀞走細胞 swarmerが普通の僻走子と形態的，機能的な形質は全く同

じであるが，唯，大きさが小型である事だけが異なる点を考慮に入れて micro-

zoospore小務走子と称することを考えている。〕

R白ume

Oedo/I4仰 iumcatillare， Oe. cymatostorum， Oe. decitiens， Oe. lae-

tevirens， Oe. monile， Oe. nodulosum， Oe. tlatygynum， Oe. Pringsheimii， 

Oe. uleanum and Oe. wollea伽 m are newly recorded to J apan from the 

various localities. 

Somediagnoses for the originals are given as follows. 

(1) Oedogonium laetevirens: Idioandrosporous; terminal cell obtuse， basal 

田Ilelongate; andr，ωporangium 1-2， scattered， 9-12 x 8-13μantheri-

dium 1-2(3); sperm 2， division horizontal. (Pl. 2， f. 9-14) 

(2) Oe. monile: Gynandrosporous; androsporangium 1-4， subepigynous， 6-
10 x 5-15μ. (Pl. 2， f. 4-8) 

(3) Oe. uleanum: Dioecious， nannandrous， gynandrosporous? dwarf male 

unicellular， oblong-el1ipsoid， on the oogonium， 4-5 x 7-8μ. (Pl. 2， f. 

15-19) 

-16ー



山岸・斎藤: 日本産サヤミドロ属 (4) 

Explanation of Plat回

Pl. 1. 

1， 3-4. Oedogonium ca，がllare.

2. Oe. caがllaref. stagnale. 

ら6.Oe. dedρiens. 

7. Oe. pringsheimti. 

8-10. Oe. wolleanum. 

(all figs. ca. X 300; s・・・組合'Os卯rangium，n…nannandria) 

Pl. 2. 

1-2.仇 bogoniumtlatygy脚 m

3. Oe. cymatos，ρorum. 

4-8. Oe. monile. (6…showing gynandrosporous ~ηJe) 

9-14. Oe. laetevirens. (13日・antheridiumwith 2 s戸 rmsdivid凶 hor凶 ntally;14… 

組合ω:porophyte，show泊gidioandrosporous type) 

15-19. Oe. uleanum. (15 & 17 showing nannandrous and gynandrosporous type) 

20-23. Oe. nodulosum. 

17 

(figs. 2 and 19. ca. xω0; other figs.， ca. X 300. a…佃theridia，s・'.andro・

sporangia， n…nannandria. figs. 8， 10 & 20…terminal句lIs.figs. 11 & 21…加銅l

alls) 

Pl. 3. 

1-2. Oedogonium cymatosporum. 

3-4. Oe. decipiens. 

5-6. Oe. catil/are. 

7-8. Oe. monile. 

9-10. Oe. wolleanum. 

11-12. Oe. platygynum. 

13. Oe. uleanum. 

14-16. Oe. noぬlosum.

17-20. Oe. laetevirens. 

21. Oe. pring冨'heimii.

- 17ー
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Plate 1 
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5 
6 9 12 

。

lOOp 

Plate 3 
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五十鈴川の珪藻

岩城住江市

S.IWA阻:Diatoms from the Isuzu River in lse 

(1) 

伊勢神宮宮域は近年迄特別な禁足地として，生物の一般採集調査等が禁じ

られ，神宮林経営の必要から，植物に関して，牧野富太郎(1924)，本田正次

(1927) ，三木茂(1931)，の諸博士に依頼して行ったのみであった。後 19回年

に及び，神宮農業館は宮域内生物の広範な再調査を各専門家に委嘱し，その成

果は明神宮宮域産生物目録"植物篇，動物篇として刊行された。植物篇は種子

植物を始め，羊歯類，辞苔類，地衣類，変形菌類の五部で，その他は調査が行

われていない様である。

筆者は1955年10月9日，藤学園高校部の修学旅行に随伴の際，内宮宇治橋

下で附近におられた衛士の許可を得，持合せた小瓶一本に五十鈴川の珪謀を採

集した。又， 1962年10月7日に再び同地を訪れる折があったので，神宮農業館

の古川真澄民の御配慮によって，字治橋附近から五ケ所街道を衛助茶屋迄辿り

(図ヨ，数ケ所で採集を行った。次で1963年2月末，知人加藤靖雄氏は同地出張

に当って，宇治橋下，手洗い場附近の採集資料を恵与されたので，之らの材料

について現在迄研究した結果を報告する。

上述の採集回数と区域から得た資料は，五十鈴川に産する珪藻の一部分で

あるが，従来人跡の及ばなかった宮城内の珪藻分布状況をある程度明かにする

ものと思われる。今回の報告材料は1955年のものが大部分を占めており，凡そ

8科34属230種〈含変種・品種〉を認めたが，今後も残余の材料についての調査

を続け，更に同定種を加える心算である。

本研究に当って終始御懇篤な御指導を賜った恩師北大名誉教授山田幸男先

生に深く感謝申上げると共に，度々便宜を計らわれた神宮農業館の古川真澄

氏，種々御協力を受けた北大理学部植物教室の阿部トキ氏，知人加藤靖雄氏に

心から御礼申上げる。

*藤女子短期大学生物学教室
The Bulletin of ]apanese Society of Phy∞logy Vol. XVI. No， 1， April 1968 
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22 濠類第16巻 第1号昭和43年4月

五十鈴川は富壊事茅剣峠

に源流を発し，高麗広から

西北方に向って宮域内を貫流

し，内宮神域の西端を流れ，

手洗い場の上手約200m辺で

本股南側を流れる島路川と合

し，宇治橋に到る迄13km，更

に宮域外を東北に流れて二見

町東から伊勢湾に入る凡そ全

長25回の川である。前述通り

宮城内は自由立入禁止の特殊

事情があったので，護岸砂防

工事等が行われでも，五十鈴

川の自然状態保持は良〈行わ

れて来たと見る事が出来る。

1959年の伊勢湾台風で宮域林

は甚大な被害を受けたが，珪

藻については台風前後に於け

る資料の比較は今後の研究に

またねばならなU、。

採集状況の大略は，区域内の pHが大半7文はそれ以上で，中性及び弱ア

ルカリ性を好む種類が多〈見られ〈表 1，2)，稀に次の様な蹴水域，海水域

産とされている種や，出現記録の少いものが認められた。

Licmゆhorasp.， Achnanthes hauckiana GRUN.， Di・tloneis伽terruPta

(KG.) CL. var. clancula (A. S.) CL.， Nitzschia Tandriformis GREG. 

以上塩水，沿海型，稀産。 Achnant，ωcrenulataGRUN. 1955年の宇治橋下

地点に可成り多数産し，以後の採集では極〈少数の出現。津村，岩橋氏は熱

帯域に産すると述べているが， (1955，藻類， 3巻， 3号〉宮域は北緯340

23'-29'，東径 136039'-47'に位し， 150Cの等温線上にあり，ほほ亜熱帯

北限に当り(神宮農業館報告第 1号)， 生物の地理的分布上注目される所で

ある。

(2) 
伊勢神宮宮城と五十鈴川 略図

培
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岩城: 五十鈴川の珪藻 23 

宮 城内採集地点

。
持
品

法令
品、

今
日
開

表1

AmPhora leviss印個 GREG.1961年，豊

平川上流定山漢で極〈稀に見出した他，

(藤短大紀要3)出現報告に聞かれない

様であるが，少数ながら度々認められ

た。文 Surirella属では殻面上に打点の

存するもの，破片のみで同定に達しない

が極めて大型のものが若干見られた。

以上の他は各地に普通に産する淡水種

が多く ，Navicula， Nitzschia， P伽nula-

ria， GomPhonema， Cymbella， Synedra， 

Surirellaの諸属が，種類数，出現数共

最も主なものであり Melosiravarians， 

Rhoicosphenia curvataが之に次ぎ，全般

的には表8に示した様に既報豊平川の珪藻

分布状態と類似する所が多い。

(3) 

以下に報告する出現珪藻は， 1955年

宇治橋下で採集した材料によるもので，

Centralesは3属4種， Pennalesは31属130

種， 71変種， 15品種，末同定14種 Licmo・

phora属を除く 33属と全出現種類の約%に

及ぶ 151種は豊平川に産したものと共通で

ある。(表3)

pH 

神宮宮城内の池・11¥水等pH他 (三木茂 1931)

水温|検水年月日調査水

内宮御池の水

五十鈴川の水

島路 11¥の水

五十鈴川近〈の井戸水 7.6 

一泊ー

1931. 8. 14 A.M.7 

fI fI fI 

fI fI fI 

21.5 7. 11 A.M.10 (古JID



24 藻類第16巻第1号昭和43年4月

表2 出現珪覇軍の約uについての生態型 (Fo伊d)

ba1obion (塩分度〉 pH ~佃t (流水度〉

t塩分殆どなし 5 1 7-5.5 酸 性 01止水性 16 

5%以下{淡水不定型 1∞1 7より少し低い弱酸性 51好止水性 14 

l淡水又は弱塩水 31 7 中性不定 331不定性(止・流水〉回

5-20% 融 水 117より少し高い弱アルカリ 551好流水性 9 

30-40% 海 水 1 1 アルカ!I 71流水性 6 

計 110I 100 I 105 

Ord. Centrales 

C咽 cinod包回田ae

1. M.elosira italica (E.) KG. 

2. M. varians C. A. AG. 

3. Cyclotella meneghiniana KG. 

4. Stephanodiscus niagarae E. 

Ord. Pennal，個

Fragilaria僧齢

5. Tetracyclus rutestris (A. BR.) GRUN. 

6. Licmophqra sp. Pl. 1-1 

長さ42-44μ，巾3.5-6μ • L. paradoxa (LYNGB.) AG. var. australis 

(KG.) GRUN. と外形が似るけれども，条線が極〈不明瞭で繊細な為，同一種

と認める迄に到らなかった。約4個体出現。

7. D必tomahiemale (LYNGB.) HEIBERG 

8. D. hiemale (LYNGB.) HEIBERG var. mesodon (E.) GRUN. 

9. Meridion circulare (GREV.) AG. 

10. M. constrictum (RALFS) V. H. 

11.α/'Tatoneis arcus KG. 

12. C. arcus KG. var amphioxys RABH. 

13. C. arcus KG. var. hattqriana MEIST. 

14. C. recta (SKV.) 1WAHASHI f. subarcus 1WAHASHI 

15. Fragilaria capuci:加 DESMAZIERESvar. lanceolata GRUN. 

16. F. co附 truens(E.) GRUN. 
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岩波: 五十鈴川の珪藻 25 

表3 五十鈴川産珪藻の属名と種類数及び豊平川との比較

属 名
11 種|変種 l品種|未同定| 計

の計

1. Melo政a 2 2 5 2 

2. Cyclotella 1 1 3 1 

3. Stethanodiscus 1 1 1 1 

4. Tetracyclus 1 1 1 1 

5. Licmophora 1 1 。 。
6. Diatoma 1 1 2 3 2 

7. Meridion 2 2 2 2 

8. eerat，ωreis 1 2 1 4 7 4 

9. Fragilaria 3 2 5 7 5 

10. Synedra 4 7 1 12 14 7 

11. Eunotia 4 1 1 6 19 3 

12. Cocconeis 3 3 6 7 5 

13. Achnanthes 6 6 12 10 6 

14. Rhoicosthenia 1 1 1 1 

15. DiatOl脚 'lla 1 1 1 1 

16. Amth似eura 2 2 1 1 

17. Frustulia 2 1 1 4 6 4 

18. Gyrosigma 3 3 5 2 

19. Cal倒的 2 2 4 7 4 

20. Neidium 4 3 1 2 10 9 6 

21. Ditloneis 4 2 6 7 2 

22. Stauroneis 5 2 2 9 9 6 

23. Navicula 15 9 1 2 'zl 32 14 

84. Pinnularia 10 8 2 m 21 14 

25. Amthora 3 2 5 5 5 

26. Cymbella 11 1 2 14 16 8 

27. 白 mthonema 9 4 2 15 23 11 

28. Eiμthemia 3 3 6 5 3 

29. Rhotalodia 3 1 2 6 5 4 

30. Bantzschia 1 2 1 4 5 4 

31. Bacillaria 1 1 1 1 

32. Nitzschia 16 6 1 23 23 13 

33. Cymatotleura 1 1 2 1 

34. SU1か'ella 4 3 3 3 13 19 8 
一一

Tabellaria 一 3 。
Ote，ρ，hora 一 一 1 。
Denticula 1 。

m「瓦 151 14 1 230 11 287 1 -151 
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26 藻類 第16巻第1号昭和43年4月

17. F. crotonensis KITTON var. curta SCHROTER et VOGLER 

18. F. intermedia GRUN. 

19. F. ti1'nata E. 

20. SY1'edra acus KG. 

21. S. tarasitica (W. SM.) HUST. 

22. S. rumtens KG. var. familiaris (KG.) GRUN. Pl. 1-2 

V. H.， Syn.， t. 40， fig. 15， 16; HUST.， in PASCHER， S泊ssw.-Fl.， H. 

10， S. 156， Fig. 176;一一一一 inRABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 207， 

Fig. 697 C. Syn. Syned1'a familiaris KG.，“BaciIl.， S. 68， T. 15， Fig. 12." 

殻面の中央空所部は両側が軽〈縮れ，末端延長極は頭状である。長さ36μ，

巾2.5μ.

23. S. ul1'a(NITZ.) E. 

24. S. ul1'a (NITZ.) E. var. aequalis (KG.) HUST. ? Pl. 1-3 

“Arch. f. Hydrob. 'Bd. 10， S. 45";一一一一 inPA~~CHER， Sussw.-Fl.， 

H. 10， S. 152， Fig. 164;一一一一 inRABH.， KRYPTOGAM.-Fl. Bd. VII， 

S. 199， Fig. 691 A， d. Syn. Frustulia aequalis KG.，“Syn. diat. S. 18， 

Fig. 30". 

末端迄一様の巾で広円極であるが，破片丈の観察なので疑問とした。

25. S. ulm (NITZ.) E. var. amthirhynchus (E.) GRUN.? Pl. 1-4 

“Verh.， S. 397"; HUST.， in RABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 

200， Fig. 691A， e;小林弘，秩父自然科学博物館報告第10号， p. 69， 1-4. 

Syn. Synedra amthirhY1'chus E.，“Verbr.， p. 137， t. 3， Fig. 1，25"; 

Rabh.，Fl. Eur. Alg. 1， p. 134. 

外形，構造等文献と一致するが，全体観察が出来ず疑問である。

26. S. ul仰 (NITZ.)E. var. bicets (KG.) SCHONFELDT PI. 1-5 

Bacill.， S. 39; HUトT.，in PA~:CHER ， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 154， Fig. 

166;一一一一 inRabh.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 200， Fig. 691 A， g. 

Syn. Synedra biats KG.，“Bacill.， S. 66， T. 14， Fig. 18".-S. ulna 

(NITZ.) E. var longissima BRUN， Diat， Alpes， p. 126. PI. IV， fig. 21; 

V. H.， Syn.， t. 38， f. 3. 

細胞極めて長<，度々軽〈曲る。巾は末端で僅か減じ広円スプン状の極を

なす。長さ390μ，巾 7μ。

27. S. ulna (NITZ.) E. var. oxyrhynchus (KG.) V. H. 
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岩波: 五十鈴川の珪藻 27 

28. S. ulna (NITZ.) E. var. oxyrhynchus (KG.) V. H. f.contracta HUST. 

29. S. ulna (NITZ.) E. var. t'amesi (HERIBAUD et PERAGALLO) HUST. 

30. S. vaucheriea KG. 

31. S. vaucher仰 KGvar. pa1'vula (KG.) RABH. 

FI. Eur. Alg. 1， p. 132; BRUN， Diat. Alp回!S， p. 123， Pl. V， fig. 5; 

V. H.， Syn.， p. 150， t. 40， f. 22. Syn. Synedt'a tQ1'vula KG.，“Bacill.， 

p. 64， t. 14， fig. 1， a-b"， 

細胞殻面は小型披針形，基本種よりズングリしてみえる。長さロ-18μ，

巾4.5，u.。

Eunotiaceae 

32. Eunotia alp仰 (NAEG.)HUST. Pl. 1-6 

h “A. S.， AtI.， T. 291， Fig. 7， 8"; HUST， in PASCHER， Sussw.-Fl.， 

H. 10， S. 185， Fig， 252;一一一一 inRABH.， Kryptogam.-FI. Bd. VU， S. 

304， Fig. 770. Syn. Synedt'a alPina NAEG.， in Kg.， SPEヨc.Alg.， S. 43. 

殻面は細長く可成り奇曲し，極は少し背側に向きやや尖円である。長さ68

μ，巾2.5，u.。
33， E. fOt'mica E. 

34. E. pect加at'is(KG.) RALFS var. minOt' (KG.) RABH. 

35. E. suecica A. CL. 

36. E. veneris (KG.) O. M. 

37. E. sp. PI. 1-7 

腹縁は僅かに膏入，背韓は著しく隆起し，中央から末端へ少し巾を減じ広

円極をなす。長さ51-57，u， 巾9-12.5μ。明瞭で密な点線が不規則に配列し，

2， 3本づっ東をなしており，背縁の方に短い線が度々存し，腹縁近〈偽背線

が認められる。条線の数は 10μに10本内外，末端部は点列が縦横に線をなして

u、る。
2個体を認めたが，構造不明の部分もあり，近似種を見出さなかった。

Achnantha偲 ae

38. Cocconeis dim伽utaPANTOCSEK 

39. C. hustedti KRASSKE PI.-8 

“Bot. Arch. Bd. 3， S. 193， Fig. 10"; HUST， in PASCHER. Sussw. 

-Fl.， H. 10， S. 192， Fig. 269;一一-in RABH.，駈yptogam.-Fl.Bd. 
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VII， S. 361， Fig. 816. 

殻面は長楕円形，長さ13μ，巾6μ。背線のない面は 10μに約18本の短い条

線があり，広い按針形の長軸空所を作る。背線のある面の条線は中央空所部の

2--3本が短い。

40. C. Placentula E. 
41. C. Placentula E. var. euglyPta (E.) CL. 

42. C. placentula E. var. klinoraphis GEITLER 

45. C. placentu la E. var. 1伽eata(E.) V.H. 

44. Ach加 nthesbrω砂'esAG. var. intermedia (KG.) CL. Pl. 1-9 

Syn. II， p. 193; Hu:，T.， in PARCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 210， Fig. 

310; 一一ー inRABH， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 425， Fig. 877 d， e. 

Syn. Achnanthes intermedia KG.，“Alg. exs. Nr. 21" -Ach仰 n.sub-

sessilis KG.， in Cl. et Grun.， Arct. Diat.， S. 18 V. H. S戸1.，p. 129， 

t. 26， fig. 21-24. 

殻面両縁は略々平行で中央部は少し縮れる。長さ43.5p，巾13μ。横条線の

点は顕著である。

45. A. clevei GRUN. Pl. 1-10 

Cl. et Grun.， Arct. Diat.， S. 21; V. H.， Syn.， t. 27， fig. 5-7; Cl.， 

Syn. II， p. 186; HU.T.， in RABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 391， 

Fig. 839 a， b. 

長さ 15.5μ，巾 6μ。背線のない面は組い点線が10μに10--15本，背線のあ

る面は繊細な点線が 10μに約20本，中央では長短交互に存する。

46. A. coarctata (BR主B.)GRUN. var. ell砂ticaKRASSKE Pl. 1-11 

“Bot. Arch. Bd. 27， S. 351， Fig. 20 C"; HUST.， in PARCHER， 

Sussw.-Fl.， H. 10， S. 210， Fig. 308 b; - -in RABH.， Kryptogam. 

-Fl. Bd. VII， S. 420， Fig. 872 d， e. 

殻面は略々楕円形で広円の極である。長さ27μ，巾12po

HUSTEDTより殻面巾と長軸空所が多少広い。

47， A. consjJt:cua A. MAYER var. brevistriata HUST. PI. 1-12 

in PASCHEH， Sussw. -Fl.， H. 10， S. 202， Fig. 292;一一一一 inRABH.， 

Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 387， Fig. 833 e， f. 

殻面は楕円形広円の極。横条線は背線のない面は短〈広い空所があり，背

線のある面は楠々密で中央空所が縁迄拡がる。
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48. A. crenulata GRUN. Pl. 1-13 

CL. et GRLN.， Arct. Diat.， S. 20: Cl.， Syn. 11， p. 193:津村・岩橋，

藻類， 3巻， 3号， P. 57-660 

殻面の外縁は著しい波状を呈する。横条線は粗大な点で 10μに 8-9本。

長さ38-68μ，巾12.5-13μ.

49. A. exigua GRUN. var. heterovalvata KRASSKE 

50. A. hauckia加 GRUN.

51. A. inflata (KG.) GRUN. Pl. 1-14 

CL. et GRUN.， Arct. Diat.， S. 19: HU只T.，in RABH.， Kryptogam.-Fl. 

Bd. VII， S. 421， Fig. 873:奥野， 日本珪藻土瞭床産化石珪藻図譜 P.40.

S戸1. Stauroneis inflata KG.，“Bac.，S. 105， T. 30， Fig. 22" 

記載種は長さ 45μ，巾15μ で HUSTEDTより短く太u、。 1954年に京都弁慶

楼旅館の泉水で多数見た。

回 .A. lanceolata (BREs.) GRUN. 

53. A. lanceolata (BREs.) GRUN. var. ellittica CL. 

54. A. lanceolata (BREs.) GRUN. var. rostrata (OSTRUP) HUST. 

55. A. laterostlata HiJST. 

56. Rhoicosthenia curvata (KG.) GRUN. 

Naviculaceae 

57. Diatomella balfouriana GREVILLE 

58. Amρh抄leuralindeheimeri GRUN. 

59. A. tellucid匂 KG. Pl. 1-15 

Spec. Alg.， p. 88: RABH.， Fl. Eur. Alg.， p. 143: V. H.， Syn.， p. 113. 

t. 17， fig. 14-15: HUST.， in RABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 724， 

Fig. 1095. 

線状紡錘形尖円極で，長さ 80-99μ，巾 7-9μ。 中央を通る肋状縦線は

18-20μ。
構造極めて繊細，油浸装置で漸く条線が認められる。

60. Frustulia rhomboides (E.) D. T. 

61. F. rhomboi・'des(E.) D. T. var. amthitleuroides GRUN. 

62. F. rhomboides (E.) D. T. var. saxonica (RAHH.) D. T. f. undulata 

HllST. 
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63. F. vulgaris THWAITES 

64. Gyrosigma kutz向Igii(GRUN.) CL. 

Syn. II， p. 115; HU~T. ， in PACHER， S凶ssw.-Fl. H. 10， S. 224， Fig. 

333. Syn. Pleurosigma kutzingii・GRUN.，‘'Verh.，p. 561， Pl. 6， fig. 

3"; 一一一-Arct. Diat.， p. 59. 
観察種は長さ約90μ，巾約14μの大きさのものと，長さ約16011，巾21μのも

のとあり，大型の方はHUTEDT他の記載より可成り大きいが，外形構造共殆

ど同様である。但，両方共稀に認められるに止った。

65. G. scalproides (RA13H.) CL. 

66. G. spen田rii(W. SM.) CL. 

Syn. 1， p. 117; MEIST.， Ki白elalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 120; 

HUST.， in PACHER， S也ssw.-Fl.， H. 10， S. 225， fig. .336. 

Syn. Pleurosigma spencerii W. SM.“Br. Diat. 1， p. 68， t. 22， fig. 

218"; RABH.， Fl. Eur. Alg.， p. 240; V. H.， Syn.， p. 118. 

殻面は軽<S字形をなす線状按針形，末端は一様に少し細くなる。長さ

110μ，巾14μ。
67. Caloneis bacillum (GRUN.) MERESCHKOWSKY 

68. C. silicula (E.) CL. 

69. C. silicula (E.) CL. var. s信仰taMEIST. 

70. C. silicula (E.) CL. var. truncatula Grun. 

71. Neidium affine (E.) CL. var. amphirhynchus (E.) CL. f. undulatum 

HUST. PI， 1-16 

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 243. Syn. Neidium amphirhyn-

chus (E.) PFITZER var. undulatum (GRtJN.) MEI':'T.， Kieselalg. d. 

Schw. Bd. IV， H. 1， S. 107， Taf. 14， Fig. 18; A. CL.， Diat. Schw. 

Finn. IV， S. 114， Fig. 1166 c. d; Navicula affinis var. undulatum 

GRUN.，“Verh.， p. 544， Pl. 5， fig. 6"; V. H.， S戸1.t. 13， fig. 6; Cl.， 

Syn. 1， p. 68. 

HUST.には図が見られないが，記載及び MEIST.や A.Cl.等の図より

同定した。

72. N. affine (E.) CL. var. longiceps (GREG.) CL. 

73. N. hisulcatum (LAGERSTEDT) CL. 

74. N. dilatatum (E.) CL. Pl.I-17 
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Syn. 1， p. 70; HUST.， in PAにCHER，Sussw.-Fl.， H. 10， S. 246， Fig. 

385; A. CL.， Diat. Schw. Finn. IV， S. 114， Fig. 1167a-c. 

S戸1.Navicula dilatate E.，“Americ.， p. 130." 

記載種は文献に比し長さ，巾共小さく条線の数が多い点で，次の Neidium

dumumに似るが，末端の極は明状突出せず，中央部の条線が放射状である等

でNeidiumdi・latatumとした。長さ40μ，巾15μ。条線は10凶こ凡そ18--20本。

75. N. dubium (E.) CL. 

76. N. iridis (E.) CL. 

77. N. iridis (E.) CL. var. amphigomρhus (E.) V. H. 

78. N. iridis (E.) CL. var. ampliatum (E.) CL. 

79. N. sp. Pl. 1-18 

線状披童十形で末端は略々模状，長さ約 130μ，巾 22μ。横条線は 10μに14-

16本。

MEI TER， 1912年の N.maximum (CL.) MEISTERに近似であるが，同

ーと認められない。

80. N. sp.' Pl. ，11-1 

外形は略々線、状披針形で，中央の巾が僅か広く，末端は軽く艦れた様に見

え模形をなす。長さ60μ，巾13μ。横条線は短い破線， 10μに約20本。

81. Diploneis bolditiana CL. Pl. 11-2 

S戸1.1， p. 92; HU弓T.，in RABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 674， 

Fig. 1067; A. Cl.， Diat. Schw. Finn. III， S. 68， Flg. 621. 

長さ33μ，巾10μ。強大な条線は10μに約14本。

82. D. finnica (E.) CL. 

83. D. i'nterrupta (KG.) CL. var. clancula (A. S.) CL. Pl. 11-3 

Syn. 1， p. 84; HUST.， in RABH.， Kryptogam-Fl. Bd. VII， S. 604， Fig. 

1019 b. Syn. Navicula clancula A. S.，“Atl. t. 12， fig. 33-34." 

全体として楕円形であるが，中央の艦れ著しく殻面の両半分は略々円形を

なす。長さ52.5μ，巾20μ，艦れの部で約10μ。肋状の線は各半分で放射状， 10

μに10-11本で中節部には存しなU、。

84. D. ovalis (HILSE) CL. 

85. D. ovalis (HILSE) CL. var. oblongella (NAEG.) CL. Pl. 11-4 

Syn， 1， p. 93; Hust.， in Pascher， Sussw，-Fl.， H. 10， S.249， Fig.391; 

一一一一 inRABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 672， Fig. 1065 f-k. 
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S戸1.Navicula oblongella NAEG.， in Kg.， Spec. AIg. S. 890. 

長さ18.5u，巾8μ。縦溝細く中節は拡らない。

86. D. puella (SCHUMANN) CL. 

87. Stauroneis acuta W. SM. 

88. S. alabamae HEIDEN Pl. II-5 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 257， Fig. 412. 

Syn. Stauronei・'snobilis SCHUMANN f. alabamae (HEIDEN) A. CL. 

Diat. Schw. Finn. III， S. 212; HU三T.，in RABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. 

VII， S. 780， Fig. 1125 a， c. d. 

略々披針形で末端が明状に延長突出する。長さ166μ，巾約30μ。条線は10μ

に16--17本。この条線の点列は Hust.Kryptogam. -Fl.の Fig.1119と同様で

ある。

89. S. anceps E. 

90. S. anceps E. f. gracilis (E.) CL. 

91. S. j伽 enicenteronE. 

92. S. phoenicenteron E. var. brunii (PER. et HERIB.) M. V0IGT 

93. S. phoenicenteron E. var. hattorii TSUMURA 

94. S. smithii GRUN. Pl. II-6 

V. H.， Syn.， t. 4， fig. 10; HUST.， in PASCHER. Sussw.-Fl.， H. 10， 

S. 261， Fig. 420;一一一一 inRABH.， Kryptogam.-Fl. Bd. VII， S. 810， 

Fig. 1157a. Syn. Pleurostauron smz'thii CL.， S戸1. 1， p. 150. -Stauro・

nez's smithii var. genuina f. emarginata A. CL. Diat. Schw. Finn. III， 

S. 216， Fig. 957 c. 
殻面は楕円状披針形で両録に軽<3波状を呈し，極は短〈噴出尖円。長さ

18.5μ，巾4.5μ。条線は10μに22-24本で認めにく u、。

95. S. smz'thii GRUN. f. acum向ataA. CL. Pl. II-7 

Diat. Schw. Finn. III， S. 217， Fig. 957 g. 
|碕醸の中央は小さい艦れがあり，極は模状の突出を示す。長さ 22.5μ，巾

7μ 条線は繊細な点で10凶こ約25本。

96. Navicula americana E. 

97. N. bacillum E. 

98. N. bη，oPhila B. PETERSON ? . Pl. II-8 

A. Cl. Diat. Schw. Finn.III， S. 174， Fig. 865 a， d; 小林弘，秩父自
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然科学博物館報告第10号， P. 72， ffi-31-33。

長さ22μ，巾3.5μ。条線は約24本で末端部は繊細である。

A. Cl.では条線は末端収飲し，小林の写真では末端不明瞭である。筆者の

観察では末端部が繊細で辛うじて認められる程度且放射状の様に見えたので疑

問として報告する。

99. N. cryptocePhala KG. 

100. N. cusPidata KG. 

101. N. custidata KG. var. ambigna (E.) CL. 

102. N. dz'cethala (E.) W， SM. 

103. N. dicethala (E.) W. SM. var. elginensis (GREG.) CL. PL. II-9 

Syn. II， p. 21; HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 303;奥

野，日本珪藻土鉱床産化石珪藻図譜， p. 42， PI. 25， fig. 18. Syn. Pin-

nularia elginensis GREG.， in“Micr. Journ. t. 33， f. 33."一一一- Navi-

cula elginensis (GREG.) GRUN.， Arct. Diat.， S. 35; A. CI. Diat. Schw. 

Finn. III， S. 143， Fig. 793 B. 

条線は10pに13-14本で末端部は殆ど垂直。長さ28μ，巾8.5μ。

104. N. dicephala (E.) W. SM. var. neglecta (KRASS阻)HUST. 

105. N. exigua (GREG.) O. M. Pl. II-10 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-FI.， H. 10， S. 305， Fig. 538;小林弘，

秩父自然科学博物館報告第10号， P. 73， V-68o Syn. Navicula gastrum 

E. var. exigua (GREG.) GRUN.， Arct. Diat.， S. 31; Cl.， Syn. n， p. 

23; A. CL.， Diat. Schw. Finn. III. S. 147， Fig. 801， d， e. 

長さ22p，巾6.5μ。条線は10.μに14-16本。

106. N. gastrum E. 

107. N. hustedtii KRASSKE ? Pl. II-11 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 274， Fig. 449; A. Cl.， 

Diat. Schw. Finn. III， S. 179， Fig. 877. 

長さ 18μ，巾 5μ。条線は放射状で10μに約23-24本。条線数は文献記載と

少し異るので疑問とした。

108. N. lanceolata (AG.) KG. 

109. N. mutica KG. 

110. N. mutica KG. var. goppert初旬 (BLEISCH)CL.? Pl. II-12 

Arct. Diat.， S. 41; V. H.， Syn.， p. 95， t. 10， f. 18-19; MEIST.， 
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Kieselalg. d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 128， Taf. 19， Fig. 15: HUST.， 

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 275. Syn. Stauroneis goppert臼na

BLEISCH in RABH.， Fl. Eur. AIg. 1， p. 248. 

殻面は略々披針形で長さ49/1， 巾13.5.μ。条線は10同こ16-18本。

記載種は条線が Neidiumの様な破線に見えるので，疑問とした。

111. N. mutica KG. var. ventricosa (KG.) CL. 

112. N. peregrina (E.) KG. Pl. II-13 

“Bac.， p. 97， t. 28， f. 52": V. H.， Syn.， p. 81， t. 7， f. 2: HUST.， in 

PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 300， Fig. 516: A. CL.， Diat. Schw. 

Finn. III， S. 149. Syn. Pinnularia peregrina E.“Amer. p. 133， t. 1， 

f. 5-6." 

長さ93-96μ，巾 15-16μ。条線はlOu~こ 7-9 本。

113. N. Peregrina (E.) KG. var. ? PI. 11-14 

殻面は線状で両縁僅かに膨み，末端は可成り鴫状の円形極である。長さ72

-75μ，巾11-12μ。条線10μに約10本。

114. N. placenta E. var. Parallela KRASSKE ? PI. II-15 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 290. 

殻面は長楕円形で両極はやや模状に細まる。長さ28-39μ，巾12-13μ。条

線は10μに約20本，斜方向に交叉する点線である。

所在文献丈では同定に達しなかった。

115. N. placentula (E.) GRUN. f. latiuscula (GRUN.) MEIST. Pl. II-16 

Kieselalg. d. 8<オlW. Bd. IV， H. 1， S. 145， Taf. 22， Fig. 10: HUST.-

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 304， Fig. 534: Syn. Navicula gas， 

trum E. var. latiuscula GRUN.， Arct. Diat.， S. 31: Cl.， Syn. II， p. 23: 

A. Cl.， Diat. Schw. Finn. III， S. 145， Fig. 799 k， m. 

長さ 45p ， 巾 18μ。条線は10u~こ 10--12本，中央で長短交互である。

116. N. pupula KG. 

117. N. pu抑 laKG. var. capitata HUST. 

118. N. Pupula KG. var. rectangularis (GREG.) GRUN. 
119. N. puPula KG. var rostrata HUST. 
120. N. pusilla W. SM. 

121. N. radiosa KG. 

122. N. sp. 
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殻面は巾広の楕円形で極は僅かに延長し模状である，長さ15μ，巾 8μ。条

線は10.μに約16本。

123. Pinnularia acrosthaeria RABH. 

124. P. borealis E. 

125. P. borealis E. var. brevistriata HliST. 

126. P. braunii (GRUN.) CL. var. amthice，ρ1zala (A. MA YER) HUST. PI. 

II-18 

in PASCHER， Sussw.-Fl.. H. 10， S. 319， Fig. 578;小林弘，秩父自然

科学博物館報告第10号， p. 74， V-76. 

S卯 .Pinnularia amthl・cethalaMA YER，“Beitr. III. S. 136."一一一-

Pinnularia bicets GREG. var. amthicethala (MAYER) A. Cl.， Diat. 

Schw. Finn. IV， S. 63; Fig. 1088 i， j. 

長さ38p，巾6.5μ。条線は10μに四本位。中央の空所は両縁に達している。

127. P. brevicostata CL. var. sumatrmωHUST. ? P(. II-19 

小林弘，秩父自然科学博物館報告 第10号， p. 74， VI-79， 80.. 

記載種は長さ 9Qp，巾 15μ。条線は10.μに約10本で，長さと巾の比は基本種

に近いが，背線が末端両極部の曲りが不相称である点が変種の特徴を示す。疑

問として報告する。

128. P. divergens W. SM. Pl. II-2Q 

“Br. Diat.， 1， p. 57， t. 19， f. 178"; CI.， Syn. ll， p. 79; MEIST.， 

Ki，箆elalg.d. Schw. Bd. Iv. H. 1， S. 160.， Taf. 27， Fig. 7; HUST.， 

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 323， Fig. 589. 

長さ86μ，巾15.5μ。条線は10.μに10-12本

129. P. gentilis (DONKIN) CL. ? Pl. III-1 

S戸】. II， p. 92; HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 335， 

Fig. 618; A. Cl.， Diat. Schw. Finn. IV， S. 81， Fig. 1114. Syn. Pin-

nularia gentilis Donkin， MEIST.， Ki白elalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 

149， Taf. 23， Fig. 2. 

長さ260.-190.μ，巾22μ。条線は10.同こ 9-10本。条線数が諸文献のより多

く，背線も同ーと見えにくいので疑問である。

130.. P. gibba E. 
国1.P. gibba E. f. subundulata MAYER 

132. P. gibba E. var. 1伽earisHUST. 
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133.. P. gihba E. var. mesogongyla (E.) HUST. 

134. P. hemittera (KG.) CL. 

135. P.伽terruttaW. SM. 
136. P. karelica CL. var. ja.ρonica HUST. ? Pl. III-2 

in“Arch. f. Hydrobiol. 18: 165， T. 5， f. 3";小林弘，秩父自然科学博物

館報告第10号， p. 74， V-75;根来，陸水学雑誌， 21巻， 3-4号， P.203. 

長さ 49μ，巾 12.5p。条線は10μに11-13本で，縦線が走っているが割に不

明瞭で，文献の記載及び図についての確認が少いので疑問とする。

137. P. legmen E. 

138. P. major (KG.) CL. var linωris CL. Pl. III-3 

Syn. II， p. 89; MEIST.，四回elalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 153， 

Taf. 25， Fig. 13; HUST.， in PASCHER. Sussw.-Fl. H. 10， S. 331; A. 

Cl.， Diat. Schw. Finn. IV， S. 70， Fig. 1094 c-e. 

長さ207u，巾28μ。条線は10同こ 6-7本。

139. P. mesoretta (E.) W. SM. 
140. P. micr，ωtauron (E.) CL. 

141. P. microstauron (E.) CL. f. hiundulata O. M. 

142. P. viridis (NITZ.) E. var. sudetica (HILSE) HUST. 

143. Amthora levissima GREG. 

144. A. normanni RABH. 

145. A. ovalis KG. 

146. A. ovalis KG. var. lihyca (E.) CL. 

147. A. ovalis KG. var. tediculus (KG.) V. H. 

148. Cymhella ~式f伽is KG. 

149. C. astera (E.) CL. 

150. C. ehrenhergii KG. 

151. C. heterotleura (E.) KG. var. minor CL. ? Pl. III-4 

Syn. 1， p. 167; A. Cl.， Diat. Schw. Finn. IV， S.149 ， Fig. 1220c; 小

林弘，秩父自然科学博物館報告第四号， p.74， VII-97. 

長さ68μ，巾19μ。条線は10μに10-11本。 A.CLEVE，小林等の図より末端

の噴出状態が著しく， C. custidata， C. 

ehrenhergii，にも類似の点が認められるので疑問とした。

152. C. ja釦nicaREICHELT ? Pl. III-5 
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奥野，日本珪藻土鉱床産化石珪藻図譜， p. <<， Pl. 27， fig. 17; 福島，尾

瀬ケ原， P. 613， Fig. 6， C. 

長さ 57μ，巾11μ。条線は10.μに7-10本で，明かに梯子状の切目があり，

腹測中央の線は瀞離点がある。

奥野は背線が単鎮であり，福島の条線は記載種の様な梯子状切目が認めら

れない。その他の文献による確認も出来なかったので，同定に達しなかった。

153. C. loc制"必 (C.AG.) CL. ? PI. ill-6 

Syn. 1， p. 167; MEIST.，組関e1alg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 192， 

Taf. 33， Fig. 7; HUST.， in PASCHER Sussw-Fl.， H. 10， S. 357， Fig. 

658; A. Cl.， Diat. Schw. Finn. IV， S. 133， Fig. 1185 a， d. 

殻面は線状按針形で僅かに非相称，長さ 29μ，巾 7μ.条線は10.μに約10本

で梯子状の切目がある。

154. C. Zacustris (C. AG.) CL. f. inflata A. MAYER ? Pl. ill-7 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-FI.， H. 10.， S. 357; A. CL.， Diat. Schw. 

Finn. IV， S. 133， Fig. 1185c. 
長さ 53p，巾8.5μ。条線は10附こ 8-9本，巾は中央で軽〈膨出する。

155. C. leptoceros (E.) GRUN. Pl. 111-8 

CL.， Syn. 1， p. 162; HUST.， in PASCHER， Sussw-FI.， H. 10.， S. 353， 

Fig. 645; 奥野，日本珪藻土鉱床産化石珪藻図譜 p.44， Pl. 27， fig. 7， 

12; A. Cl.， Diat.剖 lW.Finn. IV， S. 153; 小林弘，秩父自然科学博物館

報 告第10.号， p. 74， Fig. VII-1Oo.. 
長さ 32μ，巾 9μ。条線は梯子状の切目があり， 10凶こ 9-10本である。

156. C. sinzωta GREG. 

157. C. s抑制taG郎 G.f. ovata. HUST PI. m-9 

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10.， S. 361， Fig.668c; A. CI.， Diat. Schw. 

Finn. IV， S. 142， Fig. 120.3 K; 福島，尾瀬ケ原， p.613 ， Fig. 6， E. 

長さ11μ，巾4.5μ。条線10.μに約12本。

158. C. tumida (BREB.) V. H. 

159. C. tumidula GRUN. 

160.. C. turgidula GRUN. 

161. C. ventricosa KG. 

162. Gomp.加 nemaocuminatum E. 

163. G.前 uminatumE. var. coronatum (E.) W. SM. 

-37ー



38 藻類第16巻 第1号昭和43年4月

164. G. acuminatum E. var. trigo鰍 '1Cethalum(E.) GRUN. 

165. G. augur E. var. /ItJUtieri V. H. 

166. G. bohemicum REICHELT et FRICKE Pl. IV-l 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 377， Fig. 718. Syn. Gom-

thonemo iotr加 tumKG. var. bohemicum REICHELT et FRIC阻 h

A. CL.，悶at.Schw. Finn. IV， S. 189， Fig. 1283 v， w. 

長さ 27μ，巾 3.5μ。殻面は殆ど線形で中央から末端に一様に細くなり鈍円

の極を有する。

167. G. constrictum E. 
168. G. const1'ictum E. var. catitatum (E.) CL. 

169. G. gracile E. 

"Inf.， p. 217， t. 18， f. 3"; V. H.， S抑1.，p. 125， t. 24， f. 12-14; Cl.， 

Syn. 1， p. 182; Hust.，泊 Pascher，S色ssw.-Fl.， H. 10， S. 376， Fig. 702; 

A. Cl.， Diat. Schw. Finn. IV， S. 185， Fig. 1281 a， b. 

長さ 30μ，巾 5μ。条線は10.μに12-16本でやや不明瞭である。

170. G. olivac.仰 m(LYNGB.) KG. 

171. G. tarvulum KG. 

172. G. Q:抑ldri:か4御 tatum(OSTRUP) WISLOUCH 

173. G. sthaerothorum E. 

174. G. subtile E. 

175. G. sp. Pl. IV-2 

殻面は略々根棒状で模状頭極，中央でー側に曲る背線，明かな瀞離点が認

められる。長さ21.5μ，巾 6μ。条線は短 00，μに17-18本である。

既報豊平川の珪藻(2)，p. 19， Pl. 4， Fig. 17， 18の sp.と殆ど同様に思

われるが，条線が少し長〈巾の約ズぐらいあり，同定出来なかった。

176. G. sp. Pl. IV-3 

長さ44-52μ，巾7.5μ。条線は10μに約15本で短<，巾の~-~位である。

背線が糸状で中央のー側に曲る事，明かな瀞離点の存する事は前述種と同様で

あるが，外形の中央部に於る膨出，両極との聞で軽〈離れる等は著しく異る。

Epithemia.α!8.e 

177. Etithemia伽termediaFRICKE PI. III-10 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-FJ.， H. 10， S. 387， Fig. 732; Syn. Eti・
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tlutmia zehra (E.) KG. var. frickei A. CL.， Diat. Schw. Finn. V， S. 37， 

Fig. 140.9 h. 

長さ28.5，tt， 巾10..5μ。肋状線は平行で各2肋状線聞に網目状の構造が数列

みえる。

178. E. surex KG. 

179. E. turgiぬ (E.)KG. 

180. . E. tU1'/!I他 (E.)KG. var. granulata (E.) BRUN Pl. III-11 

Diat. Alp田， p. 44， Pl. 11， fig. 13; V. H.， Syn.， p. 138， t. 31， f. 5-6; 

HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 387， Fig. 734; 奥野，日本

珪藻土鉱床産化石珪藻図譜 p.45， Pl. 17， fig.四;津村，横浜市大紀要

No. 43， p. 27， Pl. 8， Fig. 4. 

長さ180.μ，巾21μ。 背縁の隆起は基本種程著しくなく，末端の所迄腹最と

平行に近い。

181. E. turgida (E.) KG. var. westermannii (E.) GRUN. Pl. V-l 

h “Wien Verhandl.， p. 325"; V. H.， S戸1.，p. 138， t. 31， f. 8; MEIST.， 

Ki田elalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 197， Taf. 33， Fig. 18; A. Cl.， 
Diat. Schw. Finn. V， S. 40.， Fig. 1410. n， o. 

長さ位μ，巾16.5μ。肋状線はlOutこ3-4本。背縁の隆起が著しい。

182. E. zebra (E.) KG. var. s，僻 'onica(Kg.) GRUN. 

1田 .RhojJalodia gihba (E.) O. M. 

184. Rh. gihba (E.) O. M. var. ventricosa (E.) GRUN. 

185. Rh. gih，ふerula(E.) O. M. 

186. Rh. musculus (KG.) O. M. 

187. Rh. sp. PI. IV-4 

帯面に於いて長さ54μ，巾22.5，tt。帯面の上面観と下面観に認められる長軸

は(焦点の上下で認める事が出来る〉軽<S字状に曲る。

MEI~，TER， S. 20.2， Taf. 35， Fig. 11.の Rh.仰rallelaO. M. var. CI側-

turta FRICKE， HUSTEDT， in PASCHER， S.389.の Rh.仰rallela(GRUN.) 

O. M. var. distorla FRICKEでは，共に長軸が曲ると記しているが，前者の

図とも同一と思われず，後者は図なく，多分異常であろうと述べている。筆者

既報の豊平川の珪藻中に豊平峡地点で稀に同ーと思われるものを認めたが，不

自然の個体と考えて見過した。五十鈴川でも極稀に存したのみで，種名決定に

到らなかった。
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188. Rh. sp. Pl. IV-5 

帯面で長さ87-159μ，巾20.-21μ。外形は Rh.g.必仰と近似であるが，極

に近い所に全く離れがなく，条線は全部同様で顕著な肋状線は認められない。

Nitz圃chia偶蹄

189. Hantzschia amthioxys (E.) GRUN. 

190.. H. amthioxys (E.) GRUN. f. ClJtitata O. M. 

191. H. amthil師 rys(E.) GRUN. var vivax (HANTZ.) GRUN. 

192. H. virgata (ROPER) GRUN. var. ClJtitellata HUST. 

193. Bacillaria taradoxa (GMELIN) GRUN. 

194. Nitzschia acuta HANTZ. 

195. N. amthihia GRUN. 

196. N. clausii HANTZ. 

197. N. dissi仰向 (KG.)GRUN. 

198. N. fonticola GRUN. ? Pl. V-2 

V. H.， S:抑1.，t. 69， fig. 15-20.: HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 

10.， S. 415， Fig. 800.: PESTALOZZI， in THIENEMANN， Binn回gewasser

S. 475， Abb. 569 a-d: A. CL.， Diat. Schw. Finn. V， S. 88， Fig. 150.0. 

b-c:小林弘，秩父自然科学博物館報告第10号， p. 75， IX-131. 

殻面は披針形で末端延長し，弱頭状の尖円極である。長さ16.5μ，巾 3μ。

竜骨点は 10.μに約四数えられる。

文献中の図版は巾が少し広い様に見えるものがあるので同定を控えた。

199. N. frustulum (KG.) GRUN. var tertusilla (RABH.) GRUN. PI. V-3 

V. H.， S戸1.，t. 69， fig. 8: HUST.， in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10.， 

S. 415: PE:;TAIρZZI， in THIENEMANN， Binnengewasser S. 474， Abb. 

565: A. Cl.， Diat. Schw. Finn. V， S. 87， Fig. 1497 c， d， g， h. Syn. 

Nitzschia tertsilla RABH.， Fl. E町. Alg. 1， p. 159: CL. et GRUN.， 

Arct. Diat.， p. 99. 
長さ6.5μ，巾 3μ。記載種はPESTALOZZIの図版と最もー致する。

20.0.. N. heid切 iiMEIST. Pl. V-4 

福島，尾瀬ケ原， p. 618， Fig. 8， f:小林弘，秩父自然科学博物館報告，

第10号， p. 75， IX. 116-118. 

長さ32-35μ，巾 5-6μ。短い肋状線は10同こ4-5本，点紋の条線は10p
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に18内外。

201. N. hunga1'ica GRUN. ? Pl. IVー6

Fl. Eur. Alg. 1， p. 153; CL. et GRUN.， Aret.日at.，p. 73; V. H.， 

S卯.， p. 173， t.58， f. 19-22; MEIST.，回国elalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， 

S. 206， Taf. 36， Fig. 10; A. CL.， Diat. &:並lW. F泊n.V. S. 61， Fig. 

1435 a. 

長さ 38.μ，巾 5μ。竜骨点10μに10-11，条線は約20.本。各文献中の巾より

若干細いので疑問とした。

202. N. ignorata KRASSKE 
203， N. linearis W. SM. 

204. N. obtusa W. SM. 

205. N.如lea(KG.) W. SM. 

206. N. Paroula LEWIS 
207. N.仰ndurif01'misG阻 G. PI. IV-7 

“Diat. Clyd.， p. 57. t. 6， f. 102"; CL. et GRUN.， Arct. Diat.， p. 71， 

t. 5， f. 92; V. H.， Syn.， p. 172， t. 58， f. 1-3; A. CL.，日at.Schw. 

Finn. V， S. 54， Fig. 1425;高野，東海区水産研究所報告，第27号， 39号。

長さ 47ft，巾Uμ。竜骨点は10ftに7-8，条線は明治省な点列で末端部で竜

骨点側から放射状に配列する。

208， N. thilittinarum HUST. ? Pl. V-5 

PESTAIρZZI， in THIENEVlANN， Binnengewasser S. 476， Abb. 568 A. 

殻由主線状で末端は長〈模型に細<，極は徴かに頭状をなす。長さ 80.μ，

巾4.5μ。竜骨点、はIOft~こ 8-10，条線は10μに26本位である。

Pestalozziは長さ80.μ迄，条線約32本と記している。

209， N. recta HANTZ. Pl. V-6 

CL. et GRUN.， Arct. Diat.， p. 94; HUST.， in PASC~ER， Sussw-Fl.， H. 

10， S. 411， Fig. 785; A. CL.， Diat. Schw. F泊n.V， S. 81， Fig. 1484. 

長さ 90.μ，巾 6μ。竜骨点10μに約7，条線は極めて繊細で漸〈認められ

る。

210. N. sinuata (W. SM.) GRUN. var. tabellaria GRUN. Pl. V-7 

V.H.， S:卯.， p. 176， t. 60.， f. 12-13; HUST.， in PASCHER， Sussw-Fl.， 

H. 10， S. 408， Fig. 782; A. CL.， Diat. &:カw.F泊n.V， S. 67， Fig. 

1452 b;小林弘，秩父自然科学博物館報告第10号， p. 76， VllI-107. Syn. 
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Nitzschia tabellaria GRUN.， Arct. Diat.， p. 82: MEIST.， Ki，四elalg.d. 

Schw.前 .IV， H. 1， S. 207. 
中央から末端にかける両緯は軽い凹入を示して細くなる。長さ 20-22μ，

巾6-7μ。肋状線は巾の7f位迄で10.μに約6本，条線は10μに18本位。

211. N.抑制的 GRUN.var.如:leaceaGRUN. Pl. IV-8 

Arct. Diat.， p. 95: V. H.， S戸1.，p. 183， t. 68， f. 9-10: A. CL.， Diat. 

Schw. Finn. V， S. 85， Fig. 1492 c-e. 
長さ 40-45μ，巾 2.5.μ。竜骨点 10μに15位，条線は辛じて見える程度であ

る。

212. N. thermaUs KG. var. minor HILSE 

213. N. tryblionella HANTZ. 

214. N. tηbUonella HANTZ. var. debi・lis(ARNOTT) A. MA YER 

-15. N. trybli・'onellaHANTZ. var. victorae GRUN. 

216. N. sp. Pl. V-8 

殻面は線状S字形で中央部は紡錘形両端が細長く噛曲する。長さ 78μ，巾

6μ。竜骨点はー側に偏しており10.μに14-15認められる。その他の構造はよ

く観察出来なかった。出現1個体。

S町 ireila目前

217. Cymaiopleura solea (BREB.) W. SM. 

218. Surirel1a angusta KG. 

219. S. biseriata BREB. f.拘mctataMEIST. 

220. S. biseriata BREB. var. bifrons (E.) HUST. 

221. S. biseriata BREB. var. bifrons (E.) HUST. f. punctata MEIST. ? 

Pl. V-9 

阻eselalg.d. Schw. Bd. IV， H. 1， S. 226: HUドT.，in PASCHER， Sussw-

Fl.， H. 10， S. 433: PE.-TALOZZI， in THIENE叫ANN，Binnengewasser S. 496: 

A. CL.， Diat.制 1W.Finn. V， S. 105:福島，尾瀬ケ原， p. 619， Fig. 8. H， 

長さ57p，巾25μ。翼溝100μに30-40本。この翼溝の部分に粗大点が多数認

められる。

文献は何れも図版を欠き記載種より大型であり，福島氏は点の所在に筆者

のと異り図版丈の参照で同定に到らなかった。

222. S. capronii BREB. 
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223. S. linearis W. SM. 

224. S. ovata KG. var. Pin仰 taW. SM. 

225. S. robusta E. var. splendida (E.) V.H. f.仰 nctataHUST. ? 

Pl. V-1o. 

in PASCHER， Sussw.-Fl.， H. 10， S. 437; PESTALOZZI， in THIENEMA-

NN Binnengewasser， S. 50.9;岩城，藤短大紀要三号， p. 25， Pl. VI， Fig. 11. 

長さ 115p，巾45.μ，翼溝は1Oo.pに15本あり，藤紀要三号に報告したものよ

り大型である。又，前報告のものに比し中央線が認められたこと，粗大点が全

面に散在すること等が異り，他の文献につき確認も出来なかった。

226. S. tenera GREG. var. nervosa A. SCHMIDT 

227. S. tenuissima HUST. ? Pl. V-11 

PESTAIβZZI，泊 THIENEMANN，B加n即 gewasser，S. 511， Abb. 623 A. 

殻面長卵形，長さ 36μ.巾1lpo翼溝は10.0.μに30.-50.位存する。 P田 talozzi

の図では中央線が明かに認められるので，同定は疑問とした。

228. S. sp. Pl. V-12 

長さ 95μ，巾 30.-32μ。翼溝100.μに20.-30.0 Surirella biser臼taf.かenc-

tataに似るが，打点が一面に存在し，巾が狭い。他に近似種を見出さなかっ

た。

229. S. sp. Pl. IV-9 

殻面長卵形，長さ 10.5.μ，巾27-30..μ.翼溝数は1ωμに20......30.。中央線が認

められず，繊細な破線の横条線があり，中央部には可成りの組大点が散在する。

230.. S. sp. Pl. IV -10. 

記載種は磁片で全体に於る外形，大きさ等は判明しないが，図示のもので

長さ 120.μ，巾 6o.p。肋状線は100..μに20.位あり，繊細な横条線が認められる同様

の破片を他に一度認めた。

Summary 

Till quite recently the Ise Grand Shrine Ar回 hadbeen known as a 

speciaI off・limits，and no one could be aIlowed to∞H配 tany plants or 

g首maIsin也isar回 .

Mter 1952白ePf幻pleof Agricultural Museum in tl由由rine町回 t∞k

up the extensive inv田 tigationson出edis凶butionof plants and animaIs， 
and出.ey卯 bli曲d “AList of Animals and Plants of the Ise Grand Shrine 
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Ar回" (five volumes about pl加 tsand two about animals) 

But， so far as the author knows， they have not made any inquiri白

on diatoms yet. 

In 1955， 1962 and 1963 some sped白 ofdiatoms were ∞llected from the 

Isuzu River which::tlows through this shrine area. 
The present paper is based on my studies on the diatoms collected 

in 1955. 

The diatoms which 1 recognized by this studies consist of 230 species. 

(include varieties and forms) 

Special species are as follows: 

Licmophora sp.， Diploneis interrupta var. c1ancula， Nitzschia 

pandriformis， Achnauthes crenulata， AmPhora levissima. 

文献

1) CLEVE-EuLER， A. (1952-55): Die Diatomeen von Schweden und Finnland I-V 

2) CLEVE， P. T. (1894-95): Synopsis of the Naviculoid Diatoms Part 1， 11. 3) CLEVE 

und GRUNOW (1総0):Kongl. Sv. vet. Akad. Hanal.17， (2). 4) DE-ToNI， J. B. (1891-
94): Syl10ge Algarum 11， 1-3. 5) FOGED， N. (1954): Folia Limnologiω Scandinavica 

6. 6)福島博 (1954):尾瀬ケ原.pp.ω2-621. 7) HUBER-PEST ALοZZL吋 G.(1942): 

in THIENEMANN'S Die Binnengewasser. XVI， (II-2). 8) HUSTEDT， Fr. (1930): in 

P ASCHER'S Die SUSSWIlSl!捻r-FloraMitteleuropas 10. 9)一一一一一一 (1930):in RABEN-

HORST'S Krypto伊men-Flora.VII， (1). 10)一一一一 (1931):Ibid. VlI， (2)， Lief-
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Diatom聞 1der Kieler Bucht. Wissensch. Meeresuntersuch. N. F. 4， 17-205. 14)小林

弘 (19ω):秩父自然博物館研究報告， 10号， 15)小久保清治(1955):浮瀞珪藻類，

16) KUTZING， K. (1849): Species Algarum. 17) MEISTER. Fr， (1912): Beitrage zur 

Kryptogamenflora der Schweiz. IV， (1). 18)根来健一郎 (19ω):陸水学雑誌， 21， 

(3-4.) 19)奥野春雄(1952):日本珪藻土鉱床産化石徒藻図譜 20)RABENHORST， 

L. (1邸4):Flora Europa飽A1garum. 21)阪井与志雄 (1958):藻類， 6， (2). 22) 

SKVORTZOV， B. V. (1938):植物研究雑誌， 14， (3). 23)高野秀昭 (1960):東海区

水産研究所研究報告， 27号 24)津村孝平・岩橋八洲民(1955):藻類， 3， (3). 25) 

VAN-HEURCK， H. (1880-'81): Syno関isd凶Diatom~ de Belgique. 
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岩城: 五十鈴JIIの珪藻 45 

Pl. I. 

1. Licmophora sp. 

2. Synedra rumpens var. familiaris 

3. S. ulna var. aeqUlJlis ? 

4. S. ulna var. amphirhynchus 

5. S. ulna var. bicepc 

6. Eunotia alPina 

7. E. sp. 

8. Cocconeis diminuta 

9. Achnanthes brevipes var. intermedia 

10. A. clevei 

11. A. coarctata var. ellかtica

12. A. conspicua var. /.>revistriata 

13. A. crenulata 

14. A. inflata 

15. Amphipleura戸ellucida

16. Neidium afJine var. amphirynchus f. undulaium 

17. N. dilatatum 

18. N. sp. 

Pl. 11. 

1. Neidium sp. 

2.~邸'Ploneis bolditiana 

3. D. intemφta var. clancula 

4. D. ovalis var. oblongella 
5. Stauroneis alabamae 

6. S. smithii 

7. S. smithii f. acuminata 

8. Navicula bryophla ? 

9， N. dicet加 lavar. elginensis 

10. N. exigua 

11. N. hustedtij ? 

12. N. mutica var. goppertiana 

13. N.ρerelJ7ぜna

14. N.μregrina var. ? 

15. N.ρ.lacenta var.仰 rallela? 

16. N. placentula f. latiuscula 

17. N. sp. 

18. Pinnularia braunii var. amphicephala 
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19. P. brevicostata var. sumatrana ? 
20. P. divergens 

Pl. IlI. 

1. Pinnularia gentilis ? 

2. P.加relicavar. japonica ? 

3. P. major var. linearis 

4. Cymbella heteroPleura var. minor ? 

5. C. japunica ? 

6. C. lacustris ? 

7. C. lacustris f. in/lata ? 

8. C. leptoce，os 
9. C.抑制taf. ovata 

10. Eμ'themia in仰脚dia

11. E. turgida v低 granulata

Pl. IV. 

1. Gomphonema bohemicum 

2. G. sp. 

3. G. sp. 

4. Rhopalodia sp. 

5. R. sp. 

6. Nttzschia hungarica ? 

7. N. pandurifo，mお

8. N. s叫tilisvar. paleacea 

9. Surirella sp. 

10. S. sp. 

PI. V. 

1. Etithemia turgida var. westen陶 nnii

2. Nitzschia fonticola ? 

3. N.β'Ustulum var. POl'Pusilla 

4. N. heidenii 

5. N. philiptinal'Um ? 

6. N. recta 

7. N. sinuota var. tabellaria 
8. N. sp. 

9. S，刷所labiseriata var. bifrons f.仰nctata? 

10. S. robusla v，訂.splendida f. punctata ? 

11. S. tenuissima ? 

12. S. sp. 
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岩波 ' 五十鈴川の珪藻 47 

Pl. 1. 
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岩城:五十刊少子

Pl. 111. 
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PI. IV. 
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岩波: 五十鈴川の珪藻 51 

Pl. V. 

害
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チリーの食用海 藻

近 江 彦 栄*

H. OHMI: Edible seaweeds in Chile 

オゴノリの研究のために，チリーの Institutede Fomento pesquero (国立

水産振興研究所〉から招かれて，約3ヵ月間Concepcion市にある Instituto

Central de Biologia， Universidad de Con問:pcion と Vinadel Marの郊外

MontemerにあるEstacionde Biologia， Uni刊 rsidadde Chileで研究を行った

機会に，チリー圏内で食用にされている海藻 (Gelid:伽m，Graalariaなど間

接的に食用となるものを除いた〉について若干知る事が出来たので，ここに報

告する次第である。

この国で現在食用として市販されているものは次の通りである。

1. Du仰抑制 antarctica (CHAM.) HARIOT 

葉部を乾燥したものを“Coc必のuyo"と称して，食料品庖や魚屋などで大

量に販売している。市原品の外形は陸上植物のフキの乾燥したものに似ている

が，横断面は楕円形で〈径4咽 x2佃位〉全円で淡褐色を呈する。食用に際し

ては水煮したものに“Entrada"やサラダなどで多少味付けしたり，文は他

の野菜類，特にタマネギなどと共にスープとして用いる。調理されたものは灰

白色又は多少緑色を帯びている。チリーに滞在中度々食卓に出て来たが味はワ

ラビかゼンマイに似ているが，別段美味とは思われなかった。

茎部を乾燥したものを“Huilte"文は“Ulte"と呼び，他の野菜と共に

食用にする，直径50佃に達するものがあり， 30%のアルギン酸を含むとu、う。

本種は Valparaiso付近から CapeHorn， Falkland Isls.あたりまでの，

subantarctic問gionまでの冷水域の干満線聞の波の強〈当たる所に着生し，全

長10mまたは又はそれ以上に達する。

尚，この外に他の 1種， D. harveyi HOOK. et HARV. を産することが

知られている。

Du仰 illeaf，切畑torum(LABILL.) ARESCH.については，時間教授がナ

*北海道大学水産学部
The Bulletin of Japanese S∞iety of Phyool崎yVol. XVI. No. 1， April 1968 
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ンカイコンブの和名(新称〉を与

えている(藻類 Vol.XllI. No. 1， 

17-20) が，この種はチリーには

産しなν、。

2. Porphyra colurnbina 

MONTAGNE 

3. Ulva lactuca L. 

上記の 2種の海藻を一緒にし

て “Luche"又は “Luchi" と称

し，半乾燥のまま又は不定形な団

子状にして ，各地のマーケ γ トな

どで販売している。食用に際しで

は肉の小片などと混ぜてフライに

する。 この国の化学者の報告に依

れば carbohydrate，沃度，及びビ

タミン類に富むとレ、う 。尚，Por-

plzyra属のものとしては上記の外

に ，P. muuata CLYNGB.) C. Ag. 

f. cuneiformt.s SET. et HUSを

産することが知 られているが，

"Luche" 又は “Luchi"と呼ばれ

るものは上記の 2種に|浪ら れてい

る。

4. Dictyopteris relりens

BORG. 

¥ .-

第 1図 Durvilleaantarctica(CHAM.) HARIOT 

の茎部の乾燥市販品。 A.小栴円形の
ものは茎の横断面。 s.食料品脂に
蛇べられた Huilte(又は Ulte)0 C. 

Huilteが馬で漁村から市場に運ばれる
状態 (Courtesyof Dong Ho Kim). 

本種は IslaPascuaの原住民が， "auke"と称 1../て食用に供しているとの

ことであるが，本土の一般住民は食用にせず，従って市原品を見ることが出来

なかった。

Summary 

In Chile Durvillea antarctica CCHAM.) HARIOT is distribut巴din th巴

littoral zone， betw巴en Valparaiso and the southern antarctic cold water 

region growing on rocks washed by strong waves. 
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This alga is∞ilDmonly used for food and sold abundantIy in出e

markets of this ∞，untry. Chilean people s田m to恥 fondof it very much. 

Afterα)()k泊git is回 tenmixed wi出 manysmall pi配 esof onion and other 

vegetabl白. when pr，α部鈴d，the lamina of this alga is called “C民:hayuyo"，

and the stipe is伺Iled“Ulte"or “Huilte" . 

Porphyra columbina MONT. and mva lactuca LIN. are also eaten 

as food under the same name ‘'Luche". They are sold in the markets in 

irregulary shaped S111all balls mixed with each other. According to a report 

of a Chilean chemist， they are very rich in carbohydrate， iodine， and 

various kinds of vitamins. 

島 sid田 theabove mentioned species， DictyoPteris repens BoRG. is 

favoured only among the nativ，白 ofEaster lsland under the name “Auke". 

Literatures cited 

Co中oracionde Foment de la Produccion de Chile: Gω'grafia economI<:a de Chile. 

1965. Etcheverry. H. D.: Bibliografia de las algas Chilenas. Revista de Biologia 

Marina. Pub. Est. Biol. Mar. Univ. Chile vn (1， 2， Y 3)， 63-182， 1958. 

Levring， T.: Contributions to the marine algal flora of Chile. Rept. Lund Univ. 
。

Chile E却.1948-'49， 39. Lunds Univ. Arsskrift. N. F. Avd. 2. Bd 56. Nr 10. 1-

84， 1960. Tokida， J.: Durvil1eaナンカイコンプ属(新称).藻類 XII(1)， 17-20， 

1965. 
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チ リー大学海洋研究 所

近 江 彦 栄事

H. OHMI: Es胤 ionde Biologia Marina de la Universidad de Chi1e 

1967年9月から12日下旬まで約3ヶ月間チリーで研究を行った聞に， 2回

チリ一大学海洋研究所(Estacionde Biologia Marina de Ia Universidad de 

ChiIe)を訪れて暫らく滞在したので，この研究所について少し紹介して見た

u、と思う。

この研究所はu、つ頃建てられたものか聞き洩らしたが，こじんまりとした

ハイカラな一風変った建築で，通行者の目をひくように海岸の道路にそって建

っている。チリーの沿岸緯4，200kmのほほ中央部に Valparaiso港があり，そ

れと隣接して VinadeI Mar市があり，研究所はこの市域に属する Montemar

という町にある。 VinadeI Marは Vineyardof the民 aとu、う意味からも推

察されるように，風光明掘な遊覧地であり，殊に12月から 3月頃までの夏季は

海水浴客で雑沓する。 VinadeI Mar市内には豪華なリゾートホテルが立ち並

んで新市街を形成している。海の色は紺碧に澄んで南仏の Cannes，Niceあた

りから Monacoにかけての Coted'Azurに佑j邦たるものがあり，南米のモン

テカルロと呼ばれる。

研究所のメンパーは次の通りである。

Name SpeciaIity 

ANELIO AGUA YO LoBOS Marine vertebrate 

HECTOR ETCHEVERRY D. Taxonomy of aIgae 

W AL TER FISHER KUNTZ Fish 
ELDA FAGETTI GUAITA Z∞plankton 

FERNANDO BUCKLE RAMIREZ Echinoderm 
LU日 RAMORINOM. MoIIusc 

KRISLER ALVEAL VILLENA Taxonomy and ecology of 

aIgae 

TARICISCIO ANTEZANA J. Zooplankton 

牢北海道大学水産学部

Remark 

Director 

The Bulletin of Japanese 5∞iety of Phycology Vo1. XVI. No. 1， April 1968 
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FERMAN以)BALBONTIN C. 

SERGIO AVARIA P. 

MARIANO PIZARRO 

ALBERT NANI 

PATRICIO LABARCA R. 

Fish 
Phytoplankton 

Chemistry of the sea 
Fish 
Culture of algae 

この外に 3記 cretari白， 3 librarians， 5 t吋 tnici叩 s. 1 photographer， 

4 fishermen とモータボートの運転士が 1名居り，外に採集船 1隻があって，

それには船長外4名の船員が居り，合計34名が働いているわけである。その中

で Etcheverryは昨年秋に日本を訪問され，神戸の日本藻類学会総会にも出席

されたのでお目にかかった方も多いことと思う。昨年9月25日昼頃サンチャゴ

空港に着いた時，わざわざ Montemarから出迎えてくれ，海洋研究所に滞在

した時も引越したばかりの Vinadel Marのお宅に招いてくれ， 85才になる

御母堂をまじえて dinnerの御馳走になったことは感謝にたえない。海藻の分

野では，その外に ALVEALとLABARCAの2名の若い研究者がいる。 ALVEAL

は先年 SiioPaulo大学の A.B. JOLYのもとで研究して来た人である。

研究所付近は Humboldt Current に洗われるため，夏でも表面水温は

150Cを超えることは殆んどなく，従って海水浴といっても短時間泳いであと

は砂浜で甲羅を干したり，皮膚を焼いたりしている状態である。研究所の窓か

ら近くの岩礁に着生する大形褐藻の Lessonianigrecens BoRY，ルacrocystis

pyrifera (L.) C.AG.， Durvillea antarctica (CHAM.) HARIOTなどの群落

を見ることが出来る。研究所の前の道路はバスや寧の往来がはげしいが，この

道を距てて斜め向いにチリー大学の gu回 thouseがあり，ここで暫ら〈滞在す

ることが出来た。 1966年には日高孝次博士夫妻も 1ヶ月間ここで滞在されたと

聞いた。清潔な設備のよい宿舎で，付近にはプーゲンピリヤやバラが満開で気

持よく過ごすことが出来た。

この研究所の研究報告は Revistade Biologia Marinaとして 1巻 1号は

1948年4月に発行され，最近のものではU巻 (1，2， 3号合併〉が1965年5月

に発行されている。
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近江 ・ チリ一大学海洋研究所

第 1図 A : Vina del Mar所見，市内には有名な casinoがあり ，叉

大統領の別荘もある。
B : Estacion d巴 BiologiaMarina d巴 laUniversidad d巴 Chile.

C:向上研究所付近の岩礁地帯。県〈見える海藻は Lessonia

nigrescensと Durvilleaantarctica. 

D:向って右手の建物はチ リ一大学の guesthouse. 
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Dr. Henry Welsh <D齢

南亜連邦国科学および工業研究会国立研究所のへンリー・ウエールズ博士が昨1997年

1月10日急逝された。享年61歳であった。博士は1961年より南アフリカ各地の淡水産藍藻

類の分類学的研究をして，多くの新種を続いて報告され，また，Thiochaete (1961)およ

び Anabaenella(1964)の2新属を記載報告された。

(梅崎 勇)

学会録事

会員移動

(昭和4咋 11月1日から昭和43年3月31日まで〕

新入会 (14名)

住所変更(13名)
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学 会 録 事

退会 (3名)

亀谷嘉夫，三谷文夫，高木庄治

昭和42年度廉務会計報告

(昭和42年4月1日から昭和43年3月31日まで)

庶務報告

1. 昭和42年4月1日 在京編集幹事として山岸高旺氏が委婦される0

'1. 昭和42年4月4日 東京全海苔会館で懇談会を開催。出席者42名。

3. 昭和4伴 4月25日 「渓類」第15巻第1号発行。

4. 昭和42年8月25日 「藻類」第15巻第2号発行。

59 

5. 昭和4野手10月13日 神戸大学学生会館中ホールで，午後12時30分から評議員会，午後

5時40分から同会館大ホールで総会開催。出席者83名。山田名誉会長の「藻類学

研究半世紀を顧みて」と題する講演の後， 6時40分から次の順序で議事が進めら

れた。議事 1)議長に広瀬弘幸氏を選出。 2)庶務会計報告。 3)協議決定事

項イ.予算案可決。ロ.会則の一部改正:外国会員の会費(第8条)， 会員に

対するバックナンバー代と非会員の購読料(付則第5条〉を明文化することに決

定(会則欄参照〉。

6. 昭和4群手12月31日 東北地区評議員吉田忠生氏，地区外へ転出のため退任。幹事鬼頭
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鈎氏，移動のため任を解かれる。

7. 昭和43年 1月1日 中沢信午氏，繰上げ当選で東北地区評議員に就任。

会計報告

収 入 の 部 支 出 の

阿

会 費 176人(287件) 145，578 

臨時会費 7人(7件) 2，6ω 印刷費 Vol.XV-2 

1本誌 686冊 96，819 VoI. XV-3 
パック

Index 105冊 52，999 

利 子 普通預金 1，378 発 送 費 Vol.XV-2 

(中野治房氏より 叩 VoJ. XV-3 
寄付金

第15回総会剰余金 通信費

瀬JlI・神田別刷売上代金

小 計

前年度繰越金

総 言十

20，000 
消耗品費

3，030 
幹事手当(謝礼を含む)

外国為替換金手数料

325，464 11 小計

1∞，631 11 次年度繰越金

426，095 11 総 計

一紛ー

部

108，650 

95，850 

73，150 

6，020 

5，670 

5，195 

20，360 

3，289 

19，000 

660 

337，844 

88，251 

426，095 

円



学 会 録 事 61 

本学会懇談会

日本水産学会年会を機に昭和43年4月2日午後5時半から，日大農獣医学部 1号館第

2食堂において開催された。会は山岸高旺幹事の司会によって始まり，時国会長の挨拶の

後，山田名誉会長の音頭でピールの乾杯をし，恒例の日本北端南端から出席の方々のスピ

ーチもあったが，今回は日本で開催の望まれている国際海藻シンポジウムの持ち方につい

て話題が集中し，多くの方々から種々意見がのべられた。また，藻類の Strainの保存に

ついて渡辺篤氏，服部明彦氏等からの要望もあった。その後，カラースライドによる近江

彦栄氏のチリ訪問のお話をきいて8時半閉会した。

出席者 (43名， ABC順，敬称略〉

秋山和夫，荒木繁，新崎盛敏，有賀祐勝，藤山虎也，原口和夫，服部明彦，岩本康三

岩崎英雄，岩崎尚彦，金子孝，片田実，加崎英男，喜田和四郎，小林弘，今野敏徳

正置富太郎，三浦昭雄，中村義輝，大房剛，近江彦栄，大西博，大野正夫，斎藤英三

斎藤祐一，斎藤譲，桜井武磨，佐々田 憲，里見雅子，佐藤重勝，瀬木紀男，杉山瑛之

須藤俊造，館脇正和，寺本賢一郎，時田 !，・，徳田 広，土屋靖彦，渡辺篤，簸 l照

ILJ岸高旺，山田幸男，吉崎誠

役 員 移 動

このたび本会幹事鬼頭鈎氏は移動のため任を解かれた (12月31日付〉。

このたび山本弘敏氏が幹事を委嘱された (4月1日付)。

- 61ー
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文 (和文l.綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論交，綜説，縁合抄録に限りその50部分

の費用は学会で負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄， 其他は向上6枚位迄を

限度と し図版等のスペースは此の内に含まれる。

尚小論文，綜説に限り ，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けること， 欧文

は成るべく，英，独語を用いること。

5. 原稿は平仮名混 り，横書としなるべ<400字詰原稿用紙を用いること。

尚学会に関する通信は，函館市北大水産学部縞物学教室内本会庶務.会計又は編集

斡事宛と し幹事の個人名は一切使用せぬよう特に注意のこ と。

昭 和 43年度役員

会 長 時 回 制l President Jun TOKIDA 

編集幹事 近江彦栄 Editorial Board Hikoei OHMI 
(Bdltor In chlef) 

F 簸 烈 日iroshiYABU 

F 山 岸高旺 Takaaki YAMAGISHI 

会計幹事 正置富太郎 Treasurer Tomitaro MASAKl 

庶務幹事 斎 藤 設 偽cretary Yuzuru SAITO 

幹 事 山本弘敏 Hirotoshi YAMAMOTO 

昭和43年 4月20日印刷l 編集兼発行者 近 江 彦 栄

昭和43年 4月25日発行 函館市港町253 北海道大学水産学部

印 局。 所 第 一 印 刷 所

函 鎗 市 末広 町 1 番 8 号

発 fT 所 日本蕊類学会

函館市港町253北海道援文学水産学お億物学&室内
事幸小僧 13 3 0 8 
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